
翻

訳
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際
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事
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裁
に
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け
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韓
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仲
裁
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中
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(
一
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ウ
ル
大
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学
院
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国
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授
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光

現
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寓
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Ⅰ
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仲
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Ⅰ
.
問
題
の
提
起

184

1
.
国
際
商
事
仲
裁
に
提
起
さ
れ
る
準
拠
法
の
諸
問
題

(I-
)

国
際
商
事
仲
裁
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

が

､

そ
の
ど
ち
ら
の
見
解
を
従

っ
て
も
'

外
国
的
要
素
が
あ
る
商
事
紛
争
を
仲
裁
に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で
､
準
拠
法
に
関
す
る
多
様
な
問
題
が
提
起
さ
れ

る
｡

(2
)

国
際
商
事
仲
裁
で
提
起
さ
れ
る
準
拠
法
の
諸
問
題
と
し
て
は

'

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
｡

1
.
仲
裁
合
意

(こ
れ
を
仲
裁
契
約
ま
た
は
仲
裁
約
定
と
称
す
る
｡
以
下
で
は
'

〝仲
裁
合
意
"
と
称
す
る
)
の
準
拠
法
｡

そ
こ
に
は
'
仲
裁
合
意
の
成
立
お
よ
び
実
質
的
な
有
効
性
の
準
拠
法
､
仲
裁
合
意
の
効
力
の
準
拠
法
と
仲
裁
合
意
の
方
式
の

準
拠
法
な
ど
が
あ

っ
た
｡

1
九
五
八
年
外
国
仲
裁
判
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約

(C
on
v
en
tion
on

t
h

e
R
ecogロitioロ
and
E
ロ
fo
r
c
e
m
e
n
t
o
f
F

oreign
A
rbit邑

A
w
ards)
(以
下

〝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
″
と
称
す
る
)
(第

五
条
第

一
項
に
従
え
ば
､
仲
裁
合
意
の
準
拠
法
は
当
事
者
た
ち
が
指
定
し
た
法
で
あ
-
'
指
定
が
な
い
場
合
に
は
仲
裁
判
定
地

に
な
る
｡

(3
)

2
.
紛
争
の
対
象
で
あ
る
実
体

(以
下

〝実
体
〟
と
称
す

る
)
の
準
拠
法
､
以
下
で
は
こ
れ
を

〝紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
と
称
す
る
｡

(4
)

3
.
仲
裁
手
続
き
の
準
拠
法

(le
x
arbit
r
i)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約

(第
五
条
第

1
項
b
号
)
に
従
え
ば
'
仲
裁
手
続
き
の
準
拠
法

(5
)

は
当
事
者
が
指
定
し
た
法
､
そ
し
て
当
事
者
が
決
め
て
な
い
場
合
に
､
仲
裁
地
法
が
準
拠
法
に
な

る

｡

4
.
仲
裁
合
意
を
締
結
で
き
る
当
事
者
た
ち
の
能
力
の
準
拠
法
'
そ
れ
に
は
権
利
能
力
と
行
為
能
力
が
含
ま
れ
る
｡

(6
)

5
.
紛
争
対
象
の
仲
裁
可
能
性
ま
た
は
仲
裁
適
格

(arbitrab
ility
,arbitrab
ilitか
,objectiv
e
sch
ie
d
sfa
higk
eit
)

の
準
拠

法

｡



国際商事仲裁における紛争の実体に適用すべき準擾法-韓国仲裁法の解釈論を中心に- (-)

6
.
仲
裁
判
定
と
仲
裁
判
定
の
取
消
の
準
拠
法
｡

(7
)

仲
裁
判
定
の
準
拠
法
は

仲
裁
判
定
取
消
の
準
拠
法
と
同

一
で
あ
る
と
考
え
る
が
､
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約

(第
五
条
第

一
項

e
号
)

は
仲
裁
判
定
取
消
の
準
拠
法
を
明
示
し
て
い
る
の
で
､
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
仲
裁
判
定
地
法
ま
た
は
仲
裁
手
続
き
の
準
拠
法
が

(8
)

仲
裁
判
定
の
準
拠
法
と
看
倣
す

る

｡

7
.
仲
裁
判
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
の
準
拠
法
｡

仲
裁
判
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
の
準
拠
法
は
当
事
者
が
承
認
お
よ
び
執
行
を
求
め
る
国
家
の
法
で
あ
る
｡
但
し
'
現
在

二
二
〇
国
以

上
の
国
家
が
外
国
仲
裁
判
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
に
加
入
し
て
い
る
の
で
､
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
条
約
が
特
に
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
｡
韓
国
は
国
連
国
際
貿
易
委
員
会

(U
N
C
I
T
R
A
L
)
が

一
九
八
六
年
採
択
し

た

〝
国
際
商
事
仲
裁
に
関
す
る
モ
デ
ル
法

(M
o
d
el
Law

of
tnternation
al
C
om
m
ercial
A
rb
itra
tio
n
)"

(以
下

〝
モ
デ
ル
仲
裁

法
〟
と
称
す
る
｡
)
を
受
け
入
れ
､
仲
裁
法
を
全
面
改
正
し
た
の
で
あ
-
'
こ
れ
は

l
九
九
九
年

〓

1月
三

一
日
発
効
さ
れ
て
い
る
が
､

こ
こ
で
は
仲
裁
法
を
中
心
に
'
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法

(す
な
わ
ち

(2
)
の
準
拠
法
)
を
検
討
す
る
｡
ま
た

一
九
九
八
年

一
月

一
日

に
改
正
さ
れ
た
国
際
商
業
会
議
所

(tnternationatC
ham
ber
pf
C
om
m
erce,IC
C
)
の
仲
裁
規
則

(R
u
les
of
A
r
bitratio
n
of

(9
)

the

lntern
atio
n
a-
C
ham
ber
of
C
om
m
erce)
(以
下
､

〝I
C
C
仲
裁
規
則
〟
と
称
す

る

'

国
連
国
際
貿
易
法
委
員
会
の

一
九
七

六
年
仲
裁
規
則

(U
N
C
IT
RA
L
A
rb
it
ration
R
u-es)､
(以
下
'

〝U
N
C
I
T
R
A
L
仲
裁
規
則
"
と
称
す
る
)
､
モ
デ
ル
仲
裁

法
を
受
け
入
れ

一
九
九
八
年

1
月

1
日
､
改
正
さ
れ
た
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
､
モ
デ
ル
仲
裁
法
を
受
け
入
れ
二
〇
〇
四
年
三
月

l
日
施

(10
)

行
さ
れ
た
日
本
の
仲
裁
法
と
ス
イ
ス
の

一
九
八
七
年
国
際
私

法

(第

二

三
早
)
に
従

っ
た
国
際
商
事
仲
裁
も
簡
単
に
考
察
す
る
｡
紛

争
の
実
体
の
準
拠
法
に
従

っ
て
､
仲
裁
判
定
の
結
論
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
得
る
し
､
ま
た
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
が
ど
の
法
で
あ
る

か
に
従
っ
て
､
実
際
に
そ
の
準
拠
法
所
属
国
の
弁
護
士
が
中
心
に
､
ま
た
は
少
な
く
と
も
補
助
的
に
仲
裁
手
続
き
に
関
与
す
る
よ
う
に

185
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な
る
と
い
う
点
か
ら
､
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
は
理
論
的
に
'
ま
た
は
実
務
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
｡

186

2
.
紛
争
の
実
体
の
準
描
法
の
決
定
過
程
と
論
点
の
整
理

国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
､
仲
裁
人

(た
ち
)
ま
た
は
仲
裁
判
定
部

(以
下
､
両
者
を
互
換
的
に
使
用
す
る
)
は
外
国
的
要
素

(
f
o

reig
n
e
le
m
ent)
が
あ
る
事
案
に
対
す
る
仲
裁
判
定
を
下
す
た
め
に
は
'
実
体
に
適
用
す
べ
き
準
拠
法
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
'
こ
の
点
は
国
際
訴
訟
に
お
い
て
､
法
院

(裁
判
所
)
が
紛
争
を
解
決
す
る
場
合
と
同
様
で
あ
る
｡
法
院
で
あ
れ
ば
'
ま
ず
法

廷
地

(fo
rum
)
の
抵
触
規
範

(ま
た
は
､
国
際
私
法
､
以
下
､
両
者
を
互
換
的
に
使
用
す
る
)
を
適
用
し
､
そ
の
抵
触
規
範
が
連
結

(;
)

原
則
に
し
た
が
っ
て
､
実
体
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
で
あ
る
実
質
法
を
決
定
す
る
二
つ
の
段
階
を
経
る
こ
と
に
な

る

｡

問
題
は
､
こ

の
よ
う
な
準
拠
法
の
決
定
過
程
が
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
､
仲
裁
人
に
対
し
て
も
妥
当
で
あ
る
か
､
と
い
う
点
で
あ
る
｡
旧
仲
裁
法

は
実
体
の
準
拠
法
に
関
し
て
､
明
示
的
な
規
定
を
定
め
な
か
っ
た
が
､
仲
裁
法
は
モ
デ
ル
仲
裁
法
を
受
容
し
て
､
明
示
的
な
規
定
を
定

め
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
､
以
下
で
は
､
仲
裁
法
を
中
心
に
､
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
論
点
を
順
序

(12
)

(13
〓
14
)

に
従
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た

い

｡

こ
れ
は
主
に
'
韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
九
条
)
の
解
釈
論
の
問
題
で

あ

る

｡

第

一
に
､
紛
争
の
実
体
の
主
観
的
準
拠
法
-
当
事
者
自
治

(Ⅲ
)

第
二
に
､
当
事
者
が
､
準
拠
法
を
指
定
し
て
な
い
場
合
､
紛
争
の
実
体
の
客
観
的
準
拠
法

(Ⅳ
)

第
三
に
､
当
事
者
は
仲
裁
人
を
し
て
衡
平
と
善

(ex
aequo
etbono)を
適
用
し
て
判
断
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

(V
)

第
四
に
'
契
約
の
尊
守
と
商
慣
習
の
考
慮

(Ⅵ
)

第
五
に
､
国
際
商
事
仲
裁
と
国
際
的
強
行
法
規
の
適
用
ま
た
は
考
慮

(Ⅶ
)

第
六
に
､
仲
裁
判
定
部
の
準
拠
法
決
定
の
誤
-
と
仲
裁
判
定
の
取
消
ま
た
は
承
認
お
よ
び
執
行
の
拒
否

(Ⅷ
)



(
15
)

但
し
､
国
際
商
事
仲
裁
の
伝
統
的
な
理
論
に
よ
れ
ば
､
上
記
の
論
点
を
検
討
す
る
際
に
お
い
て
､
仲
裁
地

(ま
た
は
仲
裁
判
定

地

)

が
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
､
仲
裁
地
の
意
味
を
ま
ず
簡
単
に
考
察
し
て
み
た
い

(Ⅱ
)0

Ⅱ
.
国
際
商
事
仲
裁
に
お
け
る
仲
裁
地

1
.
仲
裁
地
の
意
義

国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
､
当
事
者
は
た
と
え
ば
ソ
ウ
ル

(ま
た
は
ロ
ン
ド
ン
)
と

い
う
形
で
仲
裁
地
を
明
示
す
る
｡
仲
裁
地

(p
tace,
seat,
foru
m
or
locus
arbitrio
f
a
rb
itra
tio
n
)
は

一
般
的
に
仲
裁
事
件
の
審
理
を
進
行
し
､
仲
裁
判
定
を
下
す
と
こ
ろ
､

(16
)

ま
た
は
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
予
定
す
る
と
こ
ろ
を
指
す
が
､
こ
れ
は

一
つ
の
場
所
で
あ

る

｡

仲
裁
地
は
単
純
な
地
理
的
な
問
題
で
は

な
-
､
仲
裁
の
法
的
環
境
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
が
'
よ
-
具
体
的
に
は
仲
裁
の
進
行
お
よ
び
仲
裁
判
定
の
執
行
と
関
連
し
て
重
要
な
意

(17
)

味
を
持
つ
の
で
あ

る

｡

ま
ず
仲
裁
の
進
行
に
関
し
て
見
れ
ば
'
伝
統
的
な
理
論
に
よ
れ
ば
'
仲
裁
地
は
仲
裁
人
に
対
し
て
'
ま
る
で
訴
訟
に
お
け
る
法
廷
地

(
f
o

rum
)
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
､
第

一
に
'
仲
裁
手
続
き
は
当
然
に
仲
裁
地
の
法
に
よ
る
こ
と
で
あ

っ
た
が
'
近
時

に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
は
弱
-
な
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
仲
裁
人
の
構
成
､
仲
裁
人
の
権
限
､
仲
裁
申
請
の
提
起
､
本
案
審
理
､
証

拠
調
査
な
ど
､
仲
裁
の
進
行
､
保
全
処
分
､
仲
裁
判
定
の
方
式
と
効
力
お
よ
び
取
消
な
ど
､
仲
裁
の
手
続
き
的
問
題
は
仲
裁
地
法
に
よ

っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
､
当
事
者
は
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
､
当
事
者
た
ち
の
合
意
が
な
い
場
合
に
は

(18
)

じ
め
て
仲
裁
地
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
そ
の
意
味
は
制
限
さ
れ

る

｡

さ
ら
に
､
当
事
者
た
ち
の
合
意
に
よ
っ
て
､
国
際
商
事
仲

裁
を
特
定
国
家
の
法
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
試
み
も
あ

描

け

3
ず
れ
に
せ
よ
､
仲
裁
手
続
き
と
関
連
さ
れ
た
仲
裁
地
の
強
行
法
規

1-
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は
必
ず
尊
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
第
二
に
､
仲
裁
判
定
の
執
行
錨

し
て
見
れ
ば
､
仲
裁
地
は
仲
裁
判
定
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

18

-
ク
条
約
の
適
用
い
か
ん
-
こ
れ
は
仲
裁
判
定
の
国
籍
の
問
題
で
あ
る
-

､

当
事
者
の
合
意
が
な
い
場
合
に
､
仲
裁
合
意
の
成
立
と

実
質
的
有
効
性
の
判
断
､
仲
裁
判
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
と
関
連
し
た
相
互
主
義
の
適
用
､
お
よ
び
仲
裁
判
定
に
対
す
る
不
服
手
段
と

(21
)

仲
裁
判
定
を
取
消
ま
た
は
停
止
で
き
る
国
際
裁
判
管
轄
を
持
つ
法
院
の
決
定
な
ど
に
お
い
て
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な

る

｡

さ
ら
に
'
伝
統
的
な
理
論
に
よ
れ
ば
､
第

一
に
'
当
事
者
た
ち
が
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
を
指
定
し
な
け
れ
ば
､
仲
裁
人
は
仲
裁
地

(22
)

の
抵
触
規
範
に
し
た
が
っ
て
準
拠
法
を
決
定
し
た
の
で
あ

-

､

第
二
に
､
実
体
に
関
す
る
仲
裁
地
の
国
際
的
強
行
法
規
は
'
ま
る
で

(23
)

法
廷
地
の
そ
れ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
､
仲
裁
人
に
よ
っ
て
当
然
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

た

｡

し
か
し
､
主
要
な
国
際

仲
裁
規
則
お
よ
び
主
要
国
の
立
法
例
上
で
は
､
実
体
の
準
拠
法
決
定
に
お
い
て
'
仲
裁
地
は
法
廷
地
と
し
て
の
意
味
を
か
な
-
の
部
分

喪
失
さ
れ
て
い
る
｡
仲
裁
地
の
意
義
が
か
な
-
槌
色
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
は
､
例
え
ば
､
特
定
国
家
で
下
さ
れ
た
仲
裁

判
定
で
あ

っ
て
も
､
こ
れ
が
当
該
国
家
と
関
連
の
な
い
外
国
人
た
ち
間
の
紛
争
で
あ
れ
ば
､
必
ず
し
も
自
国
の
仲
裁
法
ま
た
は
法
院
の

(24
)

介
入
を
排
除
す
る
立
法
で
あ

る

｡

モ
デ
ル
仲
裁
法
も
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
仲
裁
地
が
持
つ
重
要
性
を
弱
化
さ
せ
る
こ
と
を
政
策

(25
)

と
し
て
い

た

｡

し
か
し
､
仲
裁
地
の
意
味
が
か
な
-
色
あ
せ
た
こ
と
は
､
事
実
で
あ
る
が
､
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
､
制
限
さ
れ

(26
)

た
範
囲
内
で
依
然
と
し
て
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
事
実
で
あ

る

｡

2
.
仲
裁
地
の
決
定

(
27
)

今
日
､
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
､
当
事
者
た
ち
が
､
仲
裁
地
を
自
由
に
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
広
-
認
め
ら
れ
て
い

る

｡

韓
国
仲
裁
法

(第
二

l
条
第

1
項
)
も
仲
裁
地
は
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
｡
当
事
者
た
ち
は
､

仲
裁
地
が
当
事
者
た
ち
に
中
立
的
で
あ
-
'
交
通

･
通
信
の
便
利
､
資
金
為
替
の
自
由
､
熟
練
さ
れ
た
現
地
の
支
援

(サ
ー
ビ
ス
)
を
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含
む
実
質
的
な
考
慮
に
基
づ
き
､
仲
裁
地
を
直
接
に
選
定
す
る
か
､
あ
る
い
は
第
三
者
を
持

っ
て
選
定
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
｡
仲
裁
地

の
合
意
は
仲
裁
合
意
そ
れ
自
体
と
は
異
な
-
､
必
ず
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
-
､
口
述
で
行

っ
て
も
差
し
っ
か
え

(28
)

な

い

｡

(
29
)

仲
裁
地
が
当
事
者
ま
た
は
事
案
と
合
理
的
な
ま
た
は
そ
の
他
と
な
ん
ら
か
の
関
連
を
持
つ
必
要
は
な

い

｡

仲
裁
人
は
普
通
､
心
理

的
な
い
し
会
合
を
含
む
仲
裁
手
続
き
を
そ
の
場
所
で
進
行
す
る
が
､
必
ず
そ
こ
で
審
理
､
証
拠
調
査
な
ど
の
活
動
を
す
る
必
要
は
な
い
｡

(30
)

韓
国
の
仲
裁
法

(第
二

1
条
､
第
三

項

)

に
お
い
て
も
､
当
事
者
間
に
他
の
合
意
が
な
い
場
合
に
､
仲
裁
判
定
部
は
仲
裁
地
外
の
適
切

な
場
所
で
仲
裁
人
た
ち
の
協
議
､
証
人

･
監
定
人
お
よ
び
当
事
者
本
人
に
対
す
る
迅
問
､
物
件

･
場
所
の
検
証
ま
た
は
文
書
の
閲
覧
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
､
仲
裁
判
定
部
が
必
ず
仲
裁
地
で
仲
裁
判
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も
な
い
｡
す
な
わ
ち
韓
国
の

仲
裁
法

(第
三
二
条
第
三
項
)
に
よ
れ
ば
､
仲
裁
人
た
ち
は
仲
裁
判
定
に
は
作
成
日
時
と
仲
裁
地
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､

(31
)

こ
の
場
合
の
仲
裁
判
定
は
当
該
日
時
と
場
所
で
下
さ
れ
た
も
の
と
看
倣

す

｡

仲
裁
人
た
ち
が
仲
裁
判
定
地
で
'
仲
裁
判
定
に
実
際
に

署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も
な
い
｡
結
局
､
仲
裁
地
は
仲
裁
判
定
に
仲
裁
地
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
た
場
所
に
過
ぎ
ず
､
そ
こ

で
実
際
に
い
か
な
る
行
為
も
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
-
得
る
が
'
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
､
仲
裁
地
は

〝形
式
的
な
法
的
住
所
ま
た
は
本

(32
)

(33
)

拠

(form
als
L
eg
al
do
m
izil,juri
dical
seat
of

arbitrat
io
n
)
"
ま
た
は

〝純
粋
に
法
的
な
概
念

(p
u
rety
legaL
con
ce
p
t
)
"
で

あ
る
と
言
え
る
｡
韓
国
で
は
仲
裁
手
続
き
が
多
様
な
場
所
で
行
わ
れ
た
場
合
､
仲
裁
地
は
最
も
重
要
な
仲
裁
手
続
き
を
行

っ
た
所
で
な

(34
)

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見

解

が

有
力
で
あ
る
が
､
こ
れ
は
モ
デ
ル
仲
裁
法
や
韓
国
の
仲
裁
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
｡

し
ば
し
ば
仲
裁
地
を

〝法
律
上
の
意
味
に
お
け
る
仲
裁
地
〟
､
実
際
に
仲
裁
人
の
審
理
ま
た
は
証
拠
調
査
が
行
わ
れ
た
場
所
を

〝
物
理

(35
)

的
意
味
に
お
け
る
仲
裁
地
"
と
言
う
こ
と
も
あ
る

が

､

こ
れ
は
便
宜
上
の
用
語
で
あ
る
だ
け
で
､
後
者
は
仲
裁
地
で
は
な
い
｡

し
か
し
､
当
事
者
た
ち
は
仲
裁
地
を
決
定
す
る
際
に
,
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
､
仲
裁
地
が
持
つ
意
味
と
機
能
を
充
分
に
考
慮
し
て

189
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決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
特
に
､
最
も
重
要
な
考
慮
事
項
は
法
的
な
環
境
で
あ
る
が
､
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
､
仲
裁
地
は
仲
裁

190

の
進
行
と
仲
裁
判
定
の
執
行
の
た
め
に
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

当
事
者
の
合
意
が
な
い
場
合
､
仲
裁
地
の
決
定
に
関
し
て
は
､
韓
国
の
仲
裁
法

(仲
裁
法
第
二

一
条
第

1
項
)
は
モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
二
〇
条
第

1
項
)
に
し
た
が
っ
て
､
仲
裁
判
定
部
が
当
事
者
の
便
宜
と
当
該
事
件
に
関
す
る
諸
般
事
情
を
考
慮
し
て
仲
裁
地
を
走

(36
)

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る

｡

Ⅱ
.
紛
争
の
実
体
の
主
観
的
準
拠
法
-

当
事
者
自
治

(第
二
九
条
第

-
項
)

従
来
､
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
､
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
に
関
し
て
は
､
い
わ
ゆ
る

〝当
事
者
自
治

(party
autonom
y,

)'autom
onie
d

e

la
volont6
.

Partei
autonom
ie)
の
原
則
〟
が
広
-
認
め
ら
れ
て
い
る
｡
以
下
で
は
､
韓
国
の
仲
裁
法
の
解
釈

論
を
中
心
に
つ
ぎ
の
論
点
を
検
討
す
る
｡

(
37
)

第

l
に
'
韓
国
の
仲
裁
法
が
明
示
す
る
当
事
者
自
治
の
原
則

(下
記

-
)
第
二
に
'
当
事
者
は
特
定
国
家
の
法
体

系

(

n
a
t
ional

sy

stem
o〓

aw
)
だ
け
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
､
ま
た
は
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
､
あ
る
い
は
そ
の
代
わ
り
に
､
国
際
条

約
ま
た
は
商
人
法

(lex
m
ercatoria
)
ま
た
は
法
の

一
般
原
則
の
よ
う
な
紛
争
解
決
に
適
切
な
規
範
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
｡
(下
記
2
)
第
三
に
'
当
事
者
自
治
の
原
則
が
妥
当
な
領
域

(下
記
3
)｡

1
.
当
事
者
自
治
の
原
則
の
明
示

国
際
商
事
仲
裁
の
実
務
上
の
紛
争
の
実
体
に
適
用
す
る
法
を
当
事
者
た
ち
が
明
示
的
に
指
定
す
る
場
合
が
多
い
が
'
国
際
商
事
仲
裁

に
関
す
る
国
際
条
約
'
仲
裁
規
則
お
よ
び
各
国
の
立
法
例
は
当
事
者
た
ち
の
準
拠
法
選
択
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
当
事
者
自
治
の
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原
則
を
広
-
認
め
て
い
る
｡
こ
れ
は
仲
裁
が
私
的
紛
争
解
決
手
段

(private
m
ethod
of
d
is
pu
te
resolution
)
で
あ
る
と
い
う
点

に
基
づ
-
も
の
で
､
訴
訟
と
比
較
し
て
広
-
認
め
ら
れ
る
｡

一
九
六

一
年
四
月
二

一
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
署
名
さ
れ
た

〝
国
際
商
事
仲
裁

(38
)

に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約
″
(以
下
､
〝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約
″
と
称
す
る
)
(第
Ⅶ
条
第
一
項

)､

改
正
I
C
C
仲
裁
規
則

(第

一
七

条
第

一
項
)
､

U
N
C
I
T
R
A
L
仲
裁
規
則

(第
三
三
条
第

一
項

一
号
)
'
米
国
仲
裁
協
会

(
A

m
erican
A
r
b
itr
ation

A
s
s
o
cia
tion
,
A
A
A
)
が
漸
増
す
る
国
際
商
事
仲
裁
を
解
決
す
る
た
め
に
設
置
し
た
国
際
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
(
I

ntern
a
t
ion
a
l

C
e
n
tr
e

fo
r
D
is
p
u

te
R
esolution
,
ZC
D
R
)

の
国
際
仲
裁
規
則

(第
二
八
条
第

l
項

一
号
)
(こ
れ
を

〝I
C
D
R
国
際
仲
裁
規
則
"
ま

た
は

〝A
A
A
国
際
仲
裁
規
則
"
と
称
す
る
)
と
ス
イ
ス
国
際
私
法

(第

一
八
七
条
第

一
項
)
は
当
事
者
自
治
の
原
則
を
明
示
す
る
｡

韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
九
条
第

一
項
第

言
下
)
も
モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
二
八
条
第

一
項
)
に
し
た
が
っ
て
"
仲
裁
判
定
部
は
当
事
者
た

ち
が
指
定
し
た
法
に
し
た
が
っ
て
､
判
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〟
､
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
当
事
者
自
治
の
原
則
を
明
示

し
て
い
る
｡
上
記
条
文
は
最
後
の
所
で
付
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

(
39
)

当
事
者
た
ち
は
､
当
事
者
ま
た
は
当
該
紛
争
と
い
か
な
る
実
質
的
な
関
連
の
な
い
中
立
的
な
法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る

｡

ま

た
'
当
事
者
た
ち
の
準
拠
法
指
定
は
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
で
き
る
｡
た
だ
し
､
韓
国
の
国
際
私
法

(第
二
五
条

(40
)

第

一
項
但
書
)
は

一
九
八
〇
年
の

〝契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
″

(
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
マ
条
約

)

を
受
容

し
て
､
契
約
の
黙
視
的
な
準
拠
法
の
選
択
は
､
契
約
内
容
､
そ
の
他
に
す
べ
て
の
事
情
か
ら
合
理
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
と
制

(41
)

限
す
る
が
､
仲
裁
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
な
原
則
が
妥
当
で
あ
る
と
看
倣
し
て
い

る

｡

例
え
ば
､
特
定
法
体
系
の
条
項
に
関
す
る

言
及
､
通
話
､
特
定
の
言
語
ま
た
は
他
の
特
定
の
国
家
的
要
素
に
関
す
る
言
及
な
ど
は
準
拠
法
の
黙
視
的
指
定
を
可
能
に
す
る
要
素
に

(42
)

な
る
が
､
特
に
こ
れ
ら
が
同

一
な
準
拠
法
を
指
定
す
る
場
合
に
そ
う
で
あ

る

｡

ま
た
､
当
事
者
た
ち
が
準
拠
法
を
明
示
的
に
合
意
は

1

し
て
な
い
が
､
仲
裁
手
続
き
で
､
争
わ
な
い
同

一
の
準
拠
法
に
基
づ
き
､
主
張
ま
た
は
答
弁
す
る
場
合
に
お
い
て
も
黙
視
的
な
指
定
を

19
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(
43
)

認
め
る
こ
と
が
で
き

る

｡

黙
視
的
選
択
と
関
連
し
て
実
務
上
に
問
題
に
な
る
の
は
､
当
事
者
た
ち
の
仲
裁
地
の
選
択
に
よ
っ
て
､
仲
裁
地
の
実
質
法
を
紛
争
の

実
体
の
準
拠
法
と
し
て
､
黙
視
的
に
選
択
す
る
も
の
と
し
て
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
か
t
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
英
国
で
は
'
伝
統
的

に
こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
が
､
こ
れ
は
管
轄
と
準
拠
法
の
並
行
を
選
好
す
る
英
国
法
の
傾
向
の
結
果
で
あ
る
と
言
わ

(S
j

れ
て
い

る

｡

し
か
し
､
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
､
仲
裁
地
の
選
定
は
種
々
の
要
素
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
る
の
で
､
特
に
仲
裁
地
の
選

定
に
よ
っ
て
黙
視
的
な
準
拠
法
の
選
択
を
導
-
こ
と
は
適
切
で
な
-
'
た
だ
黙
視
的
な
準
拠
法
を
判
断
す
る
上
で
'

1
つ
の
要
素
と
し

(45
)

て
考
慮
す
る
だ
け
で
あ

る

｡

特
定
国
家
の
法
'
ま
た
は
法
体
系
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
'
異
な
っ
た
明
示
が
な
い
限
り
､
そ
の
国
家
の
国
際
私
法
で
な
い
紛
争
の

実
体
に
適
用
さ
れ
る
法
を
指
定
し
た
も
の
と
看
倣
す

(第
二
九
条
第

一
項

言
了
)
｡
す
な
わ
ち
､
当
事
者
が
準
拠
法
を
指
定
し
た
場
合

に
､
こ
れ
は
準
拠
法
所
属
国
の
国
際
私
法
で
な
い
､
紛
争
の
実
体
に
適
用
さ
れ
る
法
'
す
な
わ
ち
実
質
法
を
指
定
し
た
も
の
と
看
倣
す
｡

こ
れ
は
反
致

(r
envo
i)
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
る
｡

仲
裁
法
に
は
明
文
の
規
定
は
な
い
が
､
当
事
者
が
指
定
し
た
準
拠
法
を
適
用
し
た
結
果
が
国
際
的
公
序

(in
tern
ation
al
p
u
b
lic

p

o
-ic
y
)
に
反
す
る
時
に
は
適
用
で
き
な
い
も
の
と
看
倣
す
｡

192

2
.
当
事
者
は
必
ず
特
定
国
家
の
法
体
系
を
指
定
す
べ
き
な
の
か

(イ
)
国
際
訴
訟
の
場
合

国
家
の
法
院

(裁
判
所
)
が
裁
判
す
る
訴
訟
の
場
合
､
準
拠
法
は
必
ず
特
定
国
家
の
法
体
系
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
､
に
つ
い
て

は
国
際
的
に
議
論
が
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
伝
統
的
な
国
際
私
法
の
理
論
に
よ
れ
ば
'
契
約
の
準
拠
法
は
特
定
国
家
の
法
体
系
で
な
け
れ
ば



国際商事仲裁における紛争の実体に適用すべき準描法-韓国仲裁法の解釈論を中心に- (-)

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
-
､
特
定
国
家
の
法
で
な
い
法
規
範

(以
下
､
そ
の
よ
う
な
意
味
で

〝法
規
″
ま
た
は

"法
の
規
則
"
を
互

換
的
に
使
用
す
る
)
の
選
択
は
準
拠
法
の
指
定
と
し
て
の
効
力
が
な
い
｡
も
し
'
そ
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
な
ら
ば
､
当
該
法
律
関
係

は
客
観
的
準
拠
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
｡
そ
の
理
由
は
､
特
定
国
家
の
法
体
系
だ
け
が
当
事
者
た
ち
の
権
利

主
我
務
と
そ
の
執
行
の

た
め
の
救
済
手
段
網
羅
的
に
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
｡
問
題
は
当
事
者
た
ち
が
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
と
し
て
国
際
条

(46
)

約
､

les
m
ercatoria
(law
of
m
e
rchant,以
下

〝商
人
法
"
と
称
す

る

)

'
ま
た
は
法
の

t
般
原
則

(genera
l
p
rin
cip
les
o
f

(47
)

l

a

w

)

'

私
法
統

l
国
際
研
究
所

(
U
N
ZD
R
O
IT
)

の

1
九
九
四
年
お
よ
び
二

〇
〇
四
年
国
際
商
事
契
約
原
則

(P
rinc
ip
les
o
f

i
n
t
e
r
n
a
tio
n
a
l
C
o
m
m
erc
ia
t
C
o

n
tr
a
cts

以
下
､
〝
国
際
商
事
契
約
原
則
″
と
称
す
る
)
'
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
委
員
会

(
い
わ
ゆ
る

L
and
o
委
員
会
)
が
作
成
し
た

一
九
九
八
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則

(P
rincip-es
of
E
urop
e
an
C
o
ntract
L
aw
,

(鶴
)

P
E
C
L
)

な
ど
を
指
定
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
､
ど
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
の
か
に
よ
っ
て
'
当
事
者
た
ち
が
国
際

商
事
契
約
原
則
を
売
買
契
約
に
適
用
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
か
､
条
約
の
適
用
範
囲
に
属
し
な
い
事
件
で
､
〝
国
際
物
品
売
買
契
約
に

関
す
る
国
連
条
約

(C
I
S
G
)
を
適
用
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
場
合
､
こ
れ
が
抵
触
法
的
指
定

(
K
o
≡
s
io
n
srecht
-
iche

V
e

r
w
e
is
u
n
g
)
で
あ
る
の
か
'
ま
た
は
実
質
的
指
定

(m
aterieltre
c

htlicheV
e
rw
eisung)
で
あ
る
か
が
決
定
さ
れ
る
｡
抵
触
法

的
指
定
は
準
拠
法
の
指
定
で
あ
る
の
に
反
し
て
､
実
質
法
的
指
定
は
準
拠
法
の
指
定
で
は
な
く
､
外
国
法
を
ま
る
で
約
款
の
よ
う
に
参

照

(ま
た
言
及
)
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
契
約
の
内
容
と
し
て
編
入
す
る
こ
と

(iロCOrpOration
by
refe
re
n
ce)
を
言
う
が
､
実
質

法
的
指
定
の
場
合
に
は
､
別
の
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
､
当
該
契
約
に
編
入
さ
れ
た
外
国
法
の
内
容
は
客
観
的
準
拠
法

(49
)

の
国
内
的
強
行
法
規

に

よ
る
制
限
を
受
け
る
｡

し
か
し
､
近
時
に
お
い
て
は
'
当
事
者
た
ち
は
特
定
国
家
の
法
で
は
な
い
法
規
範
を
契
約
の
準
拠
法
と
し
て
指
定
で
き
る
と
い
う
見

(50
)

解
が
次
第
に
説
得
力
を
増
し
て
い

る

｡
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(
ロ
)
国
際
商
事
仲
裁
の
場
合

①
国
際
的
な
議
論

他
方
に
お
い
て
､
国
際
商
事
仲
裁
の
場
合
､
当
事
者
た
ち
は
特
定
国
家
の
法
体
系
ば
か
-
で
な
-
､
商
人
法
､
国
際
商
事
契
約
原
則
､

ま
た
は
法
の

一
般
原
則
を
紛
争
解
決
の
準
拠
規
範
と
し
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
今
日
の
傾
向
で
あ
-
､
実
際
に
そ
の

(51
〓
52
)

よ
う
な
事
例
が
増
加
し
て

い

る

｡

こ
れ
は
私
的
紛
争
解
決
手
段
と
い
う
仲
裁
の
性
質
に
基
づ
-
も
の
で
あ
る
｡

モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
二
八
条
第

1
項
)
も
仲
裁
判
定
部
は
当
事
者
た
ち
が
紛
争
の
実
体
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
選
択
し
た
法
規

(53
)

(rules
of
law
)
に
従

っ
て
紛
争
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

(
下
線
は
､
筆
者
)
と
し
て
お
-
､
当
事
者
た
ち
が
選
択
で
き
る
規

194

範
を

LLtaw
"
と
す
る
代
わ
-
に

"ru
le
of
law
"
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
従
う
｡

一
九
九
六
年
英
国
仲
裁
法

(54
)

(A
rb
itratio
n
A
ct
第
四
六
条
第
三
項
)
も
モ
デ
ル
仲
裁
法
と
類
似
し
て
お

-

'

改
正
I
C
C
仲
裁
規
則

(第

一
七
条
第

一
項

一
号
)

(55
)

も

〝当
事
者
た
ち
は
仲
裁
判
定
部
が
紛
争
の
本
案
に
対
し
て
適
用
す
べ
き
法
規
を
自
由
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き

る

″

と
し
て
､
同

一
の
原
則
に
従

っ
て
い
る
｡
A
A
A
国
際
仲
裁
規
則

(第
二
八
条
第

一
項

1
号
)
も
同
様
で
あ
る
｡
こ
れ
は
当
事
者
た
ち
が

1
つ
の
契

約
に
対
し
て
､
単

一
の
準
拠
法
を
指
定
す
る
代
わ
-
に
契
約
を
分
割
し
て
複
数
の
準
拠
法
を
別
に
指
定
す
る
こ
と
､
す
な
わ
ち
､
準
拠

法
の
分
裂

(d
ip
e
c
a
g
e)
を
可
能
に
し
､
さ
ら
に
当
事
者
た
ち
が
契
約
を
あ
る
特
定
国
家
の
法
体
系
で
は
な
-
､
商
人
法
､
国
際
商

(56
)

事
契
約
原
則
ま
た
は
法
の

一
般
原
則
を
紛
争
解
決
の
準
拠
規
範
と
し
て
合
意
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ

る

｡

韓
国
が
加
入
し
た

l
九
六
五
年

"
国
家
と
他
の
国
家
が
国
民
間
の
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
約
〟
(
C
o
n
v
e
n
tio
n
o
n
th
e
S
ettle
m
e
n
t
o
f

Investm
ent
D
isputes
betw
ee
n
S
tatesa
n
d

N
ationalso
f

other
Stat
es.I
C
S
ID
)
条
約
ま
た
は
ワ
シ
ン
ー
ン
条
約

(第
四
二

(57
)

条
第

一
項
)
も
､

〝
仲
裁
判
定
部
は
紛
争
を
当
事
者
た
ち
が
合
意
し
た
法
規
に
従

っ
て
決
定
す

る

"
t
と
明
示
し
て
い
る
｡

一
万
㌧

後
述
の
と
こ
ろ
で
見
る
よ
う
に
､
モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
二
八
条
第
二
項
)
は
客
観
的
準
拠
法
の
場
合
､

"r
uleso
f

law
=
で
は
な
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-

二law
"
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
を
意
図
的
に
区
分
し
て
い
る
｡

②
韓
国
の
仲
裁
法
の
解
釈
論

韓
国
の
仲
裁
法
の
解
約
上
'
当
事
者
は
必
ず
特
定
国
家
の
法
体
系
を
指
定
す
べ
き
な
の
か
､
で
な
け
れ
ば
よ
-
広
い
自
由
を
持
つ
の

か
が
問
題
に
な
る
｡
こ
こ
で
は
第

l
に
､
準
拠
法
の
分
裂
と
共
通
す
る
法
の
適
用
の
問
題
と
､
第
二
に
､
準
拠
法
は
特
定
国
家
の
法
体

系
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
､
の
問
題
で
分
け
て
考
察
し
た
い
｡

(イ
)
準
拠
法
の
分
裂
と
共
通
す
る
法
な
ど
の
適
用
｡

当
事
者
た
ち
は
紛
争
の
実
体
'
特
に
国
際
契
約
を
紛
割
し
､
各
部
分
に
対
し
て
相
異
す
る
準
拠
法
を
指
定
し
て
-
れ
る
こ
と
を
求
め

得
る
｡
こ
れ
が
準
拠
法
の
分
裂
で
あ
る
｡
ま
た
､
前
述
し
た
よ
う
に
､
当
事
者
た
ち
は
､
例
え
ば
､
韓
国
法
と
英
国
法
の
共
通
す
る
範

(58
)

園
内
に
お
い
て
の
み
､
準
拠
法
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
も
で
き

る

｡

先
に
考
察
し
た
よ
う
に
'
モ
デ
ル
仲
裁
法

(第

二
八
条
第

一
項
)
が
当
事
者
た
ち
が
選
択
し
得
る
規
範
を

｡law
"
と
す
る
代
わ
-
に

(.rules
of
taw
"
と
し
た
の
は
､
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
で
あ
る
｡

し
か
し
､
韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
九
条
第

一
項
)
は
､
〝仲
裁
判
定
部
は
当
事
者
た
ち
が
指
定
し
た
法
に
従

っ
て
判
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
〟
と
し
て
お
-
､
同
条
第
二
項
は
二

第

一
項
の
指
定
が
な
い
場
合
に
'
仲
裁
判
定
部
は
紛
争
の
対
象
と
最
も
密
接
な
関
連

の
あ
る
国
家
の
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
"
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
モ
デ
ル
仲
裁
法
の

"rules
of
la
w
"
と

〝
la
w
"
を

共
に
､

〝
法

″
と
し
て
本
訳
し
て
､
用
語
上
両
者
を
区
別
し
て
な
い
の
で
あ
る
0

仲
裁
法
の
改
正
作
業
に
参
加
し
た

C
h
a
n
g
,M
u
m
-ch
u
-教
授
は
､
も
し
モ
デ
ル
仲
裁
法
を
忠
実
に
従
う
場
合
､
例
え
ば
､
韓
国
法
と

英
国
法
の
共
通
す
る
法
原
則
も
'
準
拠
法
と
し
て
指
定
し
得
る
が
､
こ
れ
は
韓
国
の
法
体
系
に
お
い
て
は
混
乱
を
引
き
起
こ
す
心
配

(-
-
)
が
あ
る
の
で
､
法
的
安
定
性
と
確
実
性
を
保
障
す
る
た
め
に
は
､
モ
デ
ル
仲
裁
法
の
立
場
を
採
択
し
な
か

っ
た
､
と
説
明
し

195
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(
59
)

て
い

る

｡

し
か
し
､
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
､
当
事
者
自
治
を
広
-
認
め
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
､
特
に
韓
国
の
法
体

196

系
に
お
い
て
の
み
､
そ
の
よ
う
な
憂
慮
が
大
き
い
と
見
る
根
拠
も
な
い
｡
も
し
､
当
事
者
た
ち
が
両
国
の
方
を
共
通
し
た
範
囲
の
な
か

で
適
用
し
ょ
う
と
す
る
な
ら
ば
､
こ
れ
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
､
あ
る

-
つ
の
特
定
国
家
の
法
で
は
な
い
が
'
依
然
と
し
て
国
家
の
法

で
あ
る
､
と
い
う
点
で
は
同

1
で
あ
る
｡
も
し
当
事
者
の
意
図
が
､
そ
れ
と
は
別
に
両
国
に
共
通
し
た
法
原
則
を
適
用
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
､
こ
れ
は
下
記

(
ロ
)
の
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
｡

ま
た
仲
裁
ば
か
-
で
は
な
-
､
訴
訟
の
場
合
も
'
準
拠
法
の
分
裂
を
許
容
す
る
こ
と
が
'
国
際
的
潮
流
で
あ
-
'
大
法
院

1
九
九
八

年
七
月

一
四
日
宣
告
九
六
夕
三
九
七

〇
七
判
決
な
ど
も
､
す
で
に
準
拠
法
の
分
裂
を
認
め
る
こ
と
も
あ

っ
て
'
韓
国
の
国
際
私
法

(第

二
五
条
第
二
項
)
も
準
拠
法
の
分
裂
を
明
示
的
に
許
容
し
て
い
る
｡

(
ロ
)
準
拠
法
は
特
定
国
家
の
法
体
系
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
｡

韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
九
条
第

一
項
)
が
モ
デ
ル
仲
裁
法
を
従
わ
ず
､
"仲
裁
判
定
部
は
当
事
者
た
ち
が
指
定
し
た
法
に
従

っ
て
､

判
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
､
〟
と
表
現
し
た
結
果
､
仲
裁
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
､
当
事
者
た
ち
が
､
国
際
条
約
や
国
際
商
事
契

約
原
則
､
ま
た
は
商
人
法
な
ど
を
準
拠
法
と
し
て
合
意
し
得
る
の
か
､
に
つ
い
て
は
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
｡

し
か
し
､
私
見
と
し
て
は
､
仲
裁
法
と
し
て
も

"法

"
を
広
い
意
味
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
仲
裁
法
と
同
様
な
結

論
を
引
き
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
-
､
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
安
当
で
あ
る
と
考
え
る
｡
実
際
に
､
や
は
り
仲
裁
法
の
改
正
作

(60
)

(61
)

業
に
参
加
し
た

M
ok
.y
on
g
･jun
判
事
は
そ
の
よ
う
な
見
解
を
と
っ
て
い
る

｡

そ
れ
で
は
､
他
の
と
こ
ろ
で
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に

､

第

一
項
で
は
､
〝
法

″
の
代
わ
り
に
､
例
え
ば

〝法
規
″
ま
た
は

〝法
の
規
則
"
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
趣
旨
を

(62
)

よ
-
明
確
に
す
る
方
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
だ
ろ

う

｡

特
に
､
モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
二
八
条
第

1
項
)
が

"
r
ule"に
す
る
か
､
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(
63
)

"ru
les
o
f
la
w
"
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
､
か
な
-
の
論
議
を
経
て
両
者
を
用
語
上
で
区
別
し
た
t
と
い
う

点

を
考
慮
す
る
と

一
層
そ

う
で
あ
る
｡
さ
ら
に
､
韓
国
が
加
入
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約

(第
四
二
条
第

l
項
)
の
韓
国
文
も

;ru
tesof
law
"
を
す
で
に

"
法
律
の
規

(i
)

則
"
と
し
て
本
訳
し
て
い
る
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ

た

｡

参
考
と
し
て
'
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法

(第

一
〇
五

一
条
)
は
モ
デ
ル

法
の
用
語
に
相
応
で
き
る
よ
う
に
､

"
ru
tes
of
law
こ
を

"
R
ec
h
tsv
o
r

sc
h
r
ift"と
し
て
'

■.
law
"
を

｡R
echt"と
す
る
こ
と
に
よ

(65
)

っ
て
両
者
を
区
別
し
て
い

る

｡

し
か
し
､
日
本
の
改
正
仲
裁
法

(第
三
六
条
)
は
両
者
を
､
用
語
上
で
区
別
し
な
い
点
で
韓
国
と
類

似
す
る
が
､
第

1
項
で
は
単
純
に

〝法
〟
ま
た
は

〝
法
令
"
と
言
い
'
第
二
項
で
は

〝
国
家
の
法
令
"
と
し
て
い
る
が
'
第

1
項
の
法

(66
)

は
広
い
意
味
と
し
て
解
釈
さ

れ
る
｡

(
ハ
)
議
論
の
整
理

韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
九
条
第

1
項
)
の
解
釈
上
で
'
法
は
モ
デ
ル
仲
裁
法
が
言
う

"ru
tes
Of
la
w
"
の
意
味
で
広
-
解
釈
し
な
け

(67
)

れ
ば
な
ら
な
い

｡

し
た
が

っ
て
､
韓
国
仲
裁
法
上
に
お
い
て
も
､
当
事
者
は
商
人
法
'
法
の

一
般
原
則
､
国
際
商
事
契
約
原
則
､
ま

(68
)

た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
な
ど
を
適
用
で
き
る
よ
う
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る

｡

た
だ
し
､
商
人
法

(lex
m
ercatoria)
を

準
拠
規
範
と
し
て
指
定
し
た
場
合
に
､
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
確
定
す
る
か
が
､
問
題
で
あ
る
が
､
そ
の
場
合
に
､
国
際
商
事
契
約

原
則
が
有
用
で
あ
る
｡

法
の
規
則
を
準
拠
法
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
伴
う
差
異
は
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
｡
つ
ま

り
'
国
家
の
法
体
系
だ
け
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
で
き
る
と
し
て
も
､
当
事
者
た
ち
は
実
質
法
的
指
定
に
よ

っ
て
､
国
際
条
約
､
国
際

(69
)

商
事
契
約
原
則
や
商
人
法
を
契
約
の
内
容
と
し
て
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
'
勿
論
'
そ
の
場
合
に
契
約
の
準

拠
法
の
強
行
法
規

の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
､
契
約
法
分
野
に
お
い
て
は
､
強
行
法
規
は
多
-
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
国
際
商

197
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事
仲
裁
に
お
い
て
､
商
人
法
な
ど
を
契
約
の
準
拠
法
､
ま
た
は
準
拠
規
範
と
し
て
指
定
し
得
る
と
見
る
な
ら
ば
'
契
約
内
容
と
し
て
編

198

人
す
る
場
合
と
異
な
-
､
勿
論
､
準
拠
法
に
関
ら
ず
適
用
さ
れ
る
べ
き
国
際
的
強
行
法
規
の
適
用
は
排
除
さ
れ
な
い
が
､
客
観
的
準
拠

(70
)

法
の
国
内
的
強
行
法
規
の
適
用
は
排
除
さ
れ

る

｡

し
か
し
､
当
事
者
た
ち
が
'
例
え
ば
､
国
際
商
事
契
約
原
則
と
同

一
の
規
範
を
指
定
し
た
と
し
て
､
す
べ
て
の
抵
触
法
的
問
題
が
解

消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
｡
も
し
そ
の
よ
う
な
規
範
が

〓
疋
の
事
項
に
関
す
る
規
則
を
定
め
て
な
い
場
合
に
､
当
該
事
項
は
抵
触
規
範

(71
)

に
よ
っ
て
客
観
的
に
連
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

｡

3
.
当
事
者
自
治
の
原
則
が
妥
当
な
領
域

韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
九
条
第

一
項
)
は
､
国
際
商
事
仲
裁
の
典
型
的
な
対
象
で
あ
る
国
際
契
約
上
の
紛
争
の
場
合
､
当
事
者
自
治

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡
し
か
し
､
第

一
項
は
文
面
上
で
は
､
国
際
契
約
ば
か
り
で
は
な
く
､
他

の
分
野
に
お
け
る
紛
争
に
対
し
て
も
､
当
事
者
自
治
を
許
容
す
る
趣
旨
に
見
え
る
が
､
果
し
て
､
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
問
題
に
な
る
｡

つ
ま
-
､
韓
国
の
仲
裁
法
と
韓
国
の
国
際
私
法
を
比
較
し
て
見
れ
ば
'
国
際
私
法
は
国
際
契
約
ば
か
-
で
は
な
-
､
法
定
債
権
､
物

権
､
知
的
財
産
権
､
お
よ
び
国
際
相
続
法
な
ど
､
多
様
な
法
律
関
係
に
対
し
て
'
多
様
な
連
結
原
則
を
定
め
て
い
る
の
に
反
し
て
､
仲

裁
法
は
極
め
て
簡
単
な
連
結
原
則
を
定
め
て
い
る
点
で
対
比
さ
れ
る
｡
勿
論
､
国
際
親
族
法
と
国
際
相
続
法
の
よ
う
に
､
仲
裁
可
能
性

が
な
い
の
で
'
仲
裁
法
で
は
初
め
か
ら
関
心
を
持
つ
必
要
も
な
い
法
律
関
係
も
あ
る
が
､
そ
の
他
に
法
定
債
権
や
物
権
法
の
法
律
関
係

は
仲
裁
の
対
象
に
な
-
得
る
の
で
､
そ
れ
に
関
す
る
準
拠
法
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
｡
し
か
し
､
仲
裁
法
は
別
途
の
規
定
を
定
め
て

な
い
の
で
'
当
事
者
自
治
の
原
則
が
そ
の
よ
う
な
紛
争
に
も
妥
当
で
あ
る
か
否
か
'
さ
ら
に
'
仲
裁
法
の
条
文
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
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持
つ
の
か
が
問
題
に
な
る
｡

こ
れ
に
関
す
る
韓
国
の
見
解
は
見
ら
れ
な
い
が
'
ド
イ
ツ
で
は
第

一
に
､
文
面
を
重
視
し
て
､
仲
裁
可
能
性
の
あ
る
す
べ
て
の
事
件

で
､
当
事
者
自
治
を
許
容
す
る
見
解

(-
勿
論
､
こ
の
見
解
も
公
序
と
強
行
法
規
に
よ
る
制
限
を
認
め
る

…
)
と
､
第
二
に
､

l
投
的

(72
)

な
国
際
私
法
に
相
応
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
､
準
拠
法
の
選
択
を
許
容
す
る
見
解
も
あ
る
が

､
私
見
と
し
て
は
､
韓
国
の
仲
裁

法
が
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
の
決
定
に
関
し
て
､
明
示
的
に
広
-
当
事
者
自
治
を
許
容
し
て
い
る
の
で
､
こ
れ
を
必
ず
国
際
契
約
に
つ

い
て
の
み
限
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
､
適
用
範
囲
を
多
少
と
も
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
を
無
制
限
に
拡

大
し
て
､
仲
裁
可
能
な
紛
争
の
す
べ
て
に
つ
い
て
当
事
者
自
治
を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

例
え
ば
､
物
権
法
分
野

(特
に
､
不
動
産
物
権
)
の
よ
う
に
､
伝
統
的
に
当
事
者
自
治
が
許
容
さ
れ
な
い
分
野
に
お
い
て
は
､
仲
戟

(73
)

の
場
合
に
も
､
当
事
者
自
治
は
許
容
さ
れ
な
い
､
と
見

る

｡

そ
の
よ
う
な
境
界
線
は
'
今
後
､
研
究
を
通
し
て
具
体
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
､
同
様
な
趣
旨
の
有
力
説
が
あ
る
が
､

ScE
osse
r
は
こ
れ
を
目
的
論
的
な
縮
少
解
釈
で
あ
る
と
説

(74
)

明
し
な
が
ら
､
比
較
法
的
基
準
に
従
う
､
と
し
て
い

る

｡

実
務
上
で
は
仲
裁
人
た
ち
が
､
適
切
な
国
際
私
法
規
則
を
適
用
し
て
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡

こ
れ
は
国
際
商
事
仲
裁
で
､
当
事
者
自
治
の
原
則
だ
け
で
､
実
体
の
準
拠
法
に
関
す
る
全
て
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
｡
後
述
す
る
国
際
的
強
行
法
規
の
適
用
な
い
し
考
慮
も
同
様
で
あ
る
｡

(次
号
に
つ
づ
-
)

(-
)
M
o

k
LY
ong･jun.商
事
仲
裁
法
論

(二

〇
〇
〇
年
)
､

l
九
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
｡
以
下
､
11M
ok
､
Y
ong･jun｡と
称
し
て
引
用
す

る
｡
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(2
)
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
多
様
な
準
拠
法
の
論
点
に
関
し
て
は
､
ま
ず

A
tan
R
e
d
fern
an
d
M
artin
H
u
n
ter

o2

w
ith
N
ig
e
l
B
a
lc
k
aby
a
n
d
C
o
n
sta
n
tin
e
P
a
rta
sid
e
s,
L
a
w

a
n
d
P
ra
c
tic
e
o
f
in
te
rn
a
tio
n
a
l
C
o
m
m
e
rcia
l

A
rb
itratio
n
,
F
o
u
r
th
E
d
ition
(200
4),
p
ara.
2･04
;
K
lau
s
P
eter
R
en
g
er.
In
tern
ation
at
E
con
om
ic
A
rb
itratio
n

()993
),p
p
1
47
7･579
を
参
照
｡

前
記
の
文
献
は
､
以
下
､
｡R
efern
J
H
u
n
ter｡
と
引
用
す
る
｡

(3
)
こ
の
手
続
き

(p
roce
d
u
re
)
と
区
別
さ
れ
る
･su
b
stan
ce.
ま
た
は

.m
erits一を
意
味
す
る
｡

(4
)
英
国
で
は
こ
れ
を

ーcu
ria〓
aw
'と
し
て
称
す
る
こ
と
も
あ
る
.
こ
こ
で
は
仲
裁
手
続
き
を
規
律
す
る
法
､
す
な
わ
ち
仲
裁
手
続

き
の
準
拠
法
の
意
味
､
)ex
u
ex
arb
itri'
を
用
い
る
｡
B
erg
er
(注
2
)､
P
.4
77
:
M
ok

Y
o
n
g
･ju
n
､
七
九
ペ
ー
ジ
も
同
様
｡

し
か
し
､
こ
れ
を
用
語
に
忠
実
に
従
っ
て
仲
裁
の
準
拠
法

(-aw

g
o
v
e
rn
in
g
th
e
arb
itratio
n
)
と
言
い
､
広
-
理
解
す
る

こ
と
も
あ
る
｡
そ
れ
に
従
え
ば
､
仲
裁
可
能
性
と
公
序
違
反
を
理
由
と
す
る
仲
裁
判
定
の
取
消
も

le
x
a
r
b
itri
に
従
う
｡

R
e
dfern
J
H
u
n
ter,
p
ara.
2･0
4
以
下
'
特
に
p
ara
2･0
9
:
Ju
lian
D
.M
.
L
aw
J
L
o
u
k
a
sI
A
.M
istelisJ
S
tefan

M

.Kr6tl
,

C
om
p
arativ
e
in
tern
atio
n
al
C
o
m
m
ercial
A
rb
itratio
n

(二
〇
〇
三
年
)
'
三
I

〓
二
ペ
ー
ジ
も
同
様
｡
こ
の
文
献
は
､

以
下
..L
ew
J
M
istetisJ
K
r6tt
と
し
て
引
用
す
る
｡
そ
の
反
面

)ex
arb
itri
を
仲
裁
合
意
の
準
拠
法
で
あ
る
と
い
う
見
解
も

あ
る
.
D
av
id
S
t
Joh
n
S
u
tton
an
d
Ju
d
ith
G
ill,
R
u
sseE
on
A
rb
itration
,
T
w
en
ty
･S
econ
d
E
d
itio
n
(二
〇
〇
三
年
)

2･088
1

参
考
､
c
u
rial
Law
,
B
erg
er
(註
二
)
t
p
4
7
7
;

(Law

g
o
v
ern
in
g
th
e
arb
itratio
n
)
lex
arb
itri.
R
e
d
fern
J
H
u
n
ter
.

p
ara
.
2･0
4
p
ara
.
2
･0
9
;
Ju
lian
D
.M
I
L
ew

J
L
o
u
k
as
A
.M
istelis＼
S
tefa
n
M
.K
r6
11,
C
o
m
p
arativ
e
In
tern
a
tio
n
al

C
om
m
ercial
A
rb
itration
(2003
).
3･)3

｡L
ew
J
M
isteLis＼
K
r611
1ex
arb
itri.
D
av
id
St
.

Joh
n
S
u
lto
n
an
d
Ju
d
ith

G
iE.R
u
ssett
on
A
rb
itration
T
w
en
ty
･S
eco
n
d
E
d
ition
(200
3
),
2･08
8.
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(5
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
､
韓
国
の
仲
裁
法

(第
二
〇
条
)
に
従
え
ば
'
仲
裁
手
続
き
は
､
ま
ず

当
事
者
の
合
意
に
よ
る
の
で
あ
-
､
合
意
が
な
い
場
合
に
は
'
仲
裁
判
部
が
仲
裁
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
た
適
切
な
方
式
で
仲

裁
手
続
き
を
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(6
)
仲
裁
法
は
旧
仲
裁
法

(第
二
条
)
と
は
異
な
-
'
仲
裁
可
能
性
に
関
し
て
明
確
な
基
準
を
提
示
し
な
か
っ
た
が
'
こ
れ
は
望
ま

し
-
な
-
'
そ
の
よ
う
な
規
定
を
当
然
置
-
べ
き
で
あ

っ
た
｡
石
光
現

〝
改
正
仲
裁
法
の
い
-
つ
か
問
題
点
-

国
際
商
事
仲
裁

を
中
心
と
し
て
ー

"
ー
国
際
私
法
と
国
際
訴
訟
.
第
二
巻

(二
〇
〇
一
年
)
'
四
七
七
ペ
ー
ジ

(7
)
Y
a
ロ
g
,
B
y
o
n
g
H
i

他
､
注
釈
仲
裁
法

(二
〇
〇
五
年
)
(
C
h
o
.

Da
e

H
y
u
n

執
筆
部
分
)

二
二
九
ペ
ー
ジ
以
下
と

P
a
rk

S
a
n
g
･j
o
J
C
h
u

k
i･jo
n
gJY
u
n
Jo
n
g･jin
,
国
際
商
事
仲
裁
法
論

(
1
九
九
七
年
)
四
〇
八
ペ
ー
ジ
は
､
本
稿
で
取
-
扱
う
紛
争

の
実
体
の
準
拠
法
を

〝仲
裁
判
定
の
準
拠
法
〟
と
称
す
る
が
'
適
切
な
表
現
で
は
な
い
｡
前
記
の
注
釈
仲
裁
法
は
'
以
下
､
"荏

釈
仲
裁
法
/
執
筆
者
"
と
し
て
引
用
す
る

(8
)
L
ee.H
?
W
oeロー
〝外
国
仲
裁
判
定
の
承
認
と
執
行
″
'
裁
判
資
料
第
三
四
巻

(
一
九
八
六
年
)
六
八
六
ペ
ー
ジ

(9
)
改
正
さ
れ
た
I
C
C
仲
裁
規
則
に
関
す
る
概
観
は

A
n
Y

ong･K
w

ang㌦
国
際
商
事
会
議
所
の

一
九
九
八
仲
裁
規
則
に
関
す
る

研
究
"
漠
陽
大
学
校
大
学
院
修
士
学
位
論
文

(二
〇
〇
六
年
)
参
照
｡

(10
)
こ
れ
は
ス
イ
ス
の

〝
国
際
私
法
に
関
す
る
連
邦
法
律
"
を
指
す
｡
ス
イ
ス
国
際
私
法

一
般
に
つ
い
て
は
石
光
現
､
"
ス
イ
ス
国
際

私
法

(I
P
R
G
)〟
I
国
際
私
法
と
国
際
訴
訟
.
第

一
巻

(二
〇
〇
一
年
)
'
四
七
九
ペ
ー
ジ
参
照
｡

(11
)
反
致
が
許
容
さ
れ
る
場
合
'
外
国
の
国
際
私
法
を
適
用
す
る

(韓
国
国
際
私
法
第
九
条
参
照
)
｡
〝実
質
法
"
と
い
う
の
は
､
法

適
用
規
範

(ま
た
は
間
接
規
範
)
で
あ
る
抵
触
法

(ま
た
は
国
際
私
法
)
に
対
比
さ
れ
る
概
念
で
､
韓
国
の
民

･
商
法
の
よ
う

に
抵
触
法

(ま
た
は
国
際
私
法
)
に
よ
っ
て
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
て
特
定
の
法
律
関
係
ま
た
は
争
点
を
直
接
規
律
す
る
規

201
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範
を
意
味
す
る
｡
こ
れ
は
手
続
法
と
対
比
さ
れ
る
実
体
法
と
は
相
違
す
る
概
念
で
あ
る
o
し
か
し
､
C
h
an
g
,
B
ok
h
i㌦
国
際
商

20

事
仲
裁
に
お
け
る
準
拠
法
選
択
に
関
す
る
研
究
〟
I仲
裁
二
七
七
号

(
一
九
九
五
年
秋

)ー
六
四
ペ
ー
ジ
｡
O
h
-W
o

n
･suk.
〝
国

際
商
事
仲
裁
に
お
け
る
準
拠
法
の
決
定
″
,貿
易
商
務
研
究
ー
第
二
九
巻

(二
〇
〇
六
年
二
月
)
､
四
〇
ペ
ー
ジ
な
ど
は
実
質
法

を
実
体
法
と
混
同
す
る
｡

(
12
)
筆
者
は
､
以
前
､
石
光
現
､
〝
国
際
商
事
仲
裁
に
お
け
る
実
体
に
適
用
す
べ
き
準
拠
法
の
決
定

″
､
東
泉
金
仁
培
弁
護
士
華
甲

記
念
論
文
集

二

九
九
六
年
)
'
五
二
二
ペ
ー
ジ
以
下
で
'
そ
の
よ
う
な
論
点
を
簡
単
に
取
-
扱

っ
た
が
'
こ
れ
は
主
に
､
旧

仲
裁
法
に
お
け
る
解
釈
論
で
あ

っ
た
｡
こ
こ
で
は
現
行
仲
裁
法
の
解
釈
論
を
展
開
し
'
論
議
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
た
｡
最
近
､

刊
行
さ
れ
た
註
釈
仲
裁
法
も
反
映
し
て
い
る
｡
旧
仲
裁
法
の
解
釈
論
は
'
そ
の
他
に
も
､
張

B
okhi
(註
11
)
五
八
ペ
ー
ジ
以

下

‥
P
ar
k
.
S
a
n
g
･jo
J
C
h
u
.K
i･jon
g＼
Y
u
n
,C
h
on
g･jin
,
(注
7
)､
四
〇
八
ペ
ー
ジ
参
照
｡

(13
)
最
近
の
論
議
で
は
'
貿
易
学
者
で
あ
る

O
F

W
oロ･S
uk
(注
11
)
､
三
九
ペ
ー
ジ
以
下
が
あ
る
が
､
こ
れ
は
外
国
の
文
献
を
基
礎

に
し
た
多
様
な
立
法
例
を
紹
介
し
た
も
の
で

､韓
国
の
仲
裁
法
の
解
釈
論
で
は
な
い
｡

(
1
)
第
二
九
条
は
国
際
商
事
仲
裁
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
｡
K
im

M
yo
n
g
･k
i.
〝商
事
仲
裁
に
お
け
る
判
例
の
法

源
性
否
認
に
関
す
る
研
究
"

I仲
裁
第
三

一
九
号

(二
〇
〇
六
年
春
)
七
七
ペ
ー
ジ
以
下
｡

し
か
し
､
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る

こ
と
は
疑
問
で
あ
る
｡
ま
ず
第

一
項
に
関
し
て
み
る
と
､
韓
国
国
際
私
法

(第
二
五
条
第
四
項
)
も
純
粋
な
国
内
契
約
に
よ
っ

て
､
当
事
者
た
ち
が
外
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
許
容
し
な
が
ら
､

〓
疋
の
限
界
を
置
い
て
い
る
が
､
仲
裁
法

に
お
い
て
よ
-
厳
格
な
立
場
を
取
る
理
由
は
な
い
｡
勿
論
､
そ
の
場
合
'
国
際
私
法
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
国
内
的
強
行
法
規

の
適
用
は
排
除
さ
れ
な
い
と
い
う
原
則
を
数
推
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
｡
第
二
項
に
関
し
て
は
､
国
内
仲
裁
に
つ
い
て
'
こ
れ

を
適
用
す
る
場
合
に
'
準
拠
法
は
韓
国
法
に
な
る
の
で
'
結
果
に
つ
い
て
は
差
異
が
な
い
｡
そ
の
上
､
衡
平
と
善
に
よ
る
判
定



国際商事仲裁における競争の実体に適用すべき準擦法一韓国仲裁法の解釈論を中心に- (-)

と
契
約
お
よ
び
商
慣
習
を
考
慮
す
る
こ
と
を
定
め
た
第
二
九
条
第
三
項
と
第
四
項
は
国
内
仲
裁
に
お
い
て
も
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
｡
勿
論
以
下
で
指
摘
す
る
よ
う
に
､
当
事
者
自
治
の
適
用
範
囲
が
国
際
契
約
だ
け
で
な
-
､
よ
-

一
層
拡
大
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
が
､
そ
の
時
に
は
'
国
内
仲
裁
と
国
際
仲
裁
に
お
い
て
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
｡
要
す
る
に
第
二
九
条
､

特
に
第

一
項
と
第
二
項
は
､
主
に
国
際
仲
裁
を
念
頭
に
置
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
､
そ
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
｡

(E3
)
以
下
､
両
者
を
互
換
的
に
使
用
す
る
｡

(
16
)
註
釈
仲
裁
法
＼
L
e
e
,
K
an
g
lin
JSuh,
Jeong･it
(二
〇
〇
五
年
)
九
四
ペ
ー
ジ
｡

(17
)
R
e
d
fern
J
H
u
n
te
r
,
p
a
ra
6
･)3
.

(
18
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
第

l
号

(d
)
は
､
仲
裁
機
関
の
構
成
や
仲
裁
手
続
き
が
当
事
者
間
の
合
意
と

1
致
し
な
い
か
､

ま
た
は
こ
の
よ
う
な
合
意
が
な
い
場
合
に
は
､
仲
裁
を
行
う
国
家
の
法
令
に
合
し
な
い
場
合
を
外
国
仲
裁
判
定
の
承
認
拒
否
事

由
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
｡
モ
デ
ル
仲
裁
法
第

一
条
第
二
項
も
､
同
法
は
仲
裁
地
が
そ
の
国
家
の
領
土
内
に
あ
る
場
合
に
の
み

(だ
け
)
適
用
す
る
と
規
定
し
て
い
る
｡
ま
た
ス
イ
ス
国
際
私
法

(第

1
七
六
条
第

1
項
)
に
よ
れ
ば

-
国
際
仲
裁
に
関
す
る

同
法
第

二

一章
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
'
仲
裁
地
が
ス
イ
ス
内
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(1
)
こ
の
よ
う
な
現
象
を
脱
地
域
化

(d
e
localization)
と
言
い

(A

tbert
Jan
v
an
d
en
B
erg}T
h
e
N
ew
Y
o
rk
A
rb
itr

ation

C

o

n
v
e
n
tio
n
o
f
t9
5
8
()9
8)
)
,

p
.2
8
;
R
edfernJH
u
n
ter.
p
ara
.
2･2
6
)
､
そ
の
よ
う
な
仲
裁
手
続
か
ら
下
さ
れ
る
仲
裁
判
定

を
超
国
家
的
仲
裁
判
定

(tran
snational
aw
ar
d,supranatio
nal
aw
ard
)
ま
た
は
無
国
籍
仲
裁
判
定

(a
･nationataw
ard
)

と
称
す
る
｡

(E
i)
韓
国
の
仲
裁
法
第
三
八
条
は
､
領
土
主
義
ま
た
は
属
地
主
義
原
則
に
立
脚
し
て
お
り
､
過
去
と
は
異
な
っ
て
､
"大
韓
民
国
内
で

20
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行
わ
れ
た
仲
裁
判
定
は
､
た
と
え
仲
裁
手
続
の
準
拠
法
が
外
国
法
と
か
､
あ
る
い
は
当
該
紛
争
が
韓
国
と
い
か
な
る
関
連
が
な

042

-
て
も
､
内
国
仲
裁
判
定
で
あ
-
､
し
た
が

っ
て
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
適
用
対
象
は
な
い
｡
石
光
現

(注

6
)'
四

九
四
ペ
ー
ジ
｡
註
釈
仲
裁
法
＼
L
ee-
H
?
w
o
en.
二
四
八
ペ
ー
ジ
も
同
趣
旨
｡

(21
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第

1
条
第

1
項

(適
用
範
囲
)
､
第
三
項

(相
互
主
義
)
'
第
五
条

l
項

(
a
)
号

(仲
裁
合
意
の
効
力
)
､

(
2
)
号

(仲
裁
判
定
の
取
消
ま
た
は
停
止
)
な
ど
｡

(
22
)
o
tto
s
an
d
ro
c
k
㌦
N
eu
e
L
eh
ren
Nur
in
ten
a{ion
a-en
S
c
F
ied
s
g
erich
sb
arkeit
u
n
d
d
as
k
-assisc
h
e
Hn
tern
ation
a-e

P
riv
at･u
n
d
P
roze
B
r
echt
｡
}

F
estr
sc
h
rift
fu
r
H
a
n
s
S
to
tt
zu
m
7
5
.
G
e
b
u
rtsta
g

(200
)),
S
.6
80
.

1
九
六
七
年

Zn
stitu
te
of
ln
ter
n
ation
al
L
aw
は
､
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
決
議
を
行

っ
た
｡
同
決
議
の
第

二

条
は
､
〝紛
争
の
実
体
の
塗

拠
法
を
決
定
す
る
際
に
､
仲
裁
判
定
部
の
場
所

(仲
裁
地
)
の
抵
触
規
範
を
尊
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
T

h
e
ru
-e
of

c
h
oice
of
law
in
th
e
seat
of
th
e
arb
itral
trib
un
al
m
u
st
b
e
follow
e
d
to
settle
th
e
law

ap
p
licab
le
to
th
e
su
b
-

s
ta
n
c
e
o
f
th
e
d
iff

erence)≡.と
い
う
趣
旨
で
あ
る
｡
米
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
が
､
近
時
に
お
い
て
は
､
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

､
次
第
に
こ
の
原
則
が
崩
れ
て
い
る
､
と
言
わ
れ
て
い
る
o
G
ary
B
.
B
orn
,
In
tern
ation
a
l

C
om
m
erciat
A
rb
itration
in
th
e
U
n
ite
d
Sta
te
s
()994)二

〇
四
ペ
ー
ジ

et
seq
.

(
23
)
二
つ
の
点
に
お
い
て

F
IA
.M
a
n
n
,
TIL
ex
F
acit
A
rb
itru
m
｡
,
P
.
S
an
d
e
r
s
(e
d
),
In
tern
ation
a
l
A
rb
itr
ation
=
L
ib
er

A
m
ico
rum

fo
r
M
artin
D
o
m
k
e

()967),
p
.)
65
(P
eter
N
y
g
t,
A
u
to
n
om
y

in
In
tern
ation
at
C
o
n
tra
c
ts
()999),

p
.226
n
.
(三
九
で
再
引
用
)

(24
)
例
え
ば
､
ベ
ル
ギ
ー
司
法
法

(第

一
七

一
七
条
)
に
よ
れ
ば
､
国
際
仲
裁
の
当
事
者
た
ち
は
合
意
に
よ
っ
て
､
ベ
ル
ギ
ー
の
裁

判
所
の
仲
裁
判
定
の
取
消
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
ス
イ
ス
の
国
際
私
法

(第

一
九
二
条
第

一
項
)
に
よ
れ
ば
､
両



(-)国際商事仲裁における紛争の実体に適用すべき準接法一韓国仲裁法の解釈論を中心に

当
事
者
が
､
と
も
に
､
ス
イ
ス
に
住
所
､
常
居
所
ま
た
は
営
業
所
を
持
た
な
い
場
合
に
は
､
当
事
者
た
ち
は
仲
裁
合
意
ま
た
は

後
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
含
ま
れ
た
明
示
的
な
宣
言
に
よ
っ
て
､
仲
裁
判
定
の
取
消
事
由
の
全
部
ま
た
は

1
部
の
適
用
を
排
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
25
)
H
o
w
a
r
d

M
.H
o
-tNm
aロ
n

a
ロ
d

l
ose
p
h
E
.N
eu
h
au
s"A
G
u
id
e
T
o
づ

h
e
U
N
C
IT
R
A
L

M

od
e
}
L
a
w

O
n

Hn
terロ
atioロ
a-

Com
m
erc
ial

A

rb
itration
‥
L
e
g
i
sta
tiv
e
H
istor
y

a
n
d

C
om
m
en
ta
ry
()989).p
.770
参
照
｡
以
下

｡
H
oltzm
ann
JN
eu
h
au
s｡

と
引
用
す
る
｡

(26
)
こ
れ
を
根
拠
に
､
特
定
国
家
に
仲
裁
地
が
な
い
場
合
の
仲
裁
の
概
念
が
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
る
と
は
言
え
な
い
が
､
少
な
-
と

も
容
認
さ
れ
て
い
る
､
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
N
y
g
h
(注
二
三
)
､
二
二
八
ペ
ー
ジ

(
27
)

モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
二
〇
条
第

一
項
)
､
U
N
C
I
T
R
A
L
仲
裁
規
則

(第

一
六
条
第

一
項
)
ま
た
は
I
C
C
仲
裁
規
則

(第

1
四
条
第

一
項
)
参
照

(
g3
)
S
tein
J1
o
n
a
s＼S
ch
losser,K
o
m
m
ent
a
r

zu
r

Z
iv
ilp
rozessord
n
u
n
g
22.A
u
fl
ag
e
B

and
9

(
tr
J2002),
S
t043
R
n
.
3
.

｡s
t
e
iロ
＼
J
o
n
as＼S
cE
osse
r｡

(29
)
韓
国
大
法
院

一
九
九
七
年
九
月
九
日
宣
告
九
六
夕
二
〇
〇
九
三
判
決
は
､
韓
国
法
院
の
管
轄
を
排
除
し
､
外
国
法
院
を
管
轄
法

院
と
す
る
専
属
的
な
国
際
裁
判
管
轄
合
意
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
､
当
該
事
件
が
そ
の
外
国
法
院
に
対
し
て
合
理
的
な
関
連

性
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
､
と
判
示
し
た
が
､
こ
れ
を
多
-
の
批
判
を
受
け
て
い
る
｡
石
光
硯
､
〝
船
荷
証
券
に
よ
る
国

際
裁
判
管
轄
合
意
の
問
題
点
-
大
法
院

一
九
九
七
年
九
月
九
日
宣
告
九
六
夕
二
〇
〇
九
三
判
決
-

"
,
国
際
私
法
と
国
際

訴
訟
.
第
三
巻

(二
〇
〇
四
)
'
二

二

一ペ
ー
ジ
以
下
参
照
｡

(30
)
こ
れ
は
､
モ
デ
法

(第
二
〇
条
第
二
項
)
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

205
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(a
)
仲
裁
地
の
看
倣
は
､
モ
デ
ル
仲
裁
法

(第
三

l
条
第
三
項
)
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
仲
裁
人
た
ち
が
擬
制
的
な
場
所
を
記
載

20

す
る
権
限
を
持

つ
と

い
う
点
に
対
し
て
拒
否
感
が
あ

っ
た
が
､
最
終
的
に
は
看
倣
す
る
と
い
う
接
近
方
法

(d
e
em
iロ
g

a
p
p
roach
)
が
採
択
さ
れ
た
｡
H
ottzm
anJN
euh
aus.p
.596,p
p
.8
38･8
39

(
32
)
K

ari
H
ein
z
S
c
hw
a
b
JG
erh
ard
W
atter,
S
chied
s

gerichtsb
ark
eit
6
.
A
u
fl
a
g
e
(20
0
0
).K
apitel
t5
R
n
.
39
.

(33
)
H
oltam
zn
n
JN
euh
au
s,p
.83
9
.

(
A

)
M
o
k
.
Y
ong･jun
他
､
註
釈
仲
裁
法
九
五
ペ
ー
ジ

(35
)
K

an
g,B
y
o
n
g･K
e
u
n
,国
際
仲
裁
の
基
本
問
題

(二
〇
〇
〇
年
)

〓

l六
ペ
ー
ジ

(
36
)

U
N
C
I
T
R
A
L
仲
裁
規
則

(第

1
六
条
第

1
項
)
も
仲
裁
判
定
部
が
仲
裁
地
を
決
定
す
る
と
規
定
し
て
お
-
､
I
C
C
仲

裁
規
則

(第

1
四
条
第

1
項
)
は
仲
裁
法
院
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡

(37
)
当
事
者
が
準
拠
法
を
指
定
す
る
場
合
､
は
許
容
さ
れ
な
い
の
で
､
こ
れ
を

〝実
質
法

(体
系
)〟
と
訳
し
た
が
'
こ
こ
で
は
仲
裁

法
第
二
九
条
第

一
項
の
文
言
に
従
い
､
単
純

に

I法
体
系
ー
と
称
す
る
｡

(3
)
英
文
名
称
は

｡E
u
r
op
e
a
n
C
o
n
v
ention
on
Intern
ation
al
C
om
m
e
rcia
l
A
rb
itra
tio
n
｡
で
あ
る
が
､
同
条
の
条
文
は
下
記

の
通
-
で
あ
る
｡
〝第
Ⅶ
条
-
準
拠
法

1
.
当
事
者
た
ち
は
仲
裁
人
が
紛
争
の
実
体
に
適
用
す
べ
き
法
を
合
意
に
よ
っ
て
自

由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
準
拠
法
に
関
す
る
当
事
者
た
ち
の
表
示
が
な
い
場
合
､
仲
裁
人
た
ち
は
仲
裁
人
た
ち
が
適
用
さ

れ
る
と
判
断
す
る
抵
触
規
則
に
従

っ
た
準
拠
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
､
仲
裁
人
た
ち

は
契
約
の
条
件
と
商
慣
行
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
"

(39
)
M
ok
,
Y
oロgJun,
八
六
ペ
ー
ジ
も
同
様
｡
韓
国
国
際
私
法

(第
二
五
条
)
の
解
釈
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡

(
S
)
C

o

n
v
ention
on
the
law
ap
p
licable
to
co
n
tra
c
tion
al
oblig
a
tio
n
,
ロ
ー
マ
条
約
に
関
す
る
詳
細
は
'
石
光
現
､
〝契
約
上
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債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約

(
ロ
ー
マ
条
約
)
'〟
国
際
私
法
と
国
際
訴
訟
'
第

一
巻

(二
〇
〇
一
年
)
､

五
三
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
｡

(
41
)

L
ew
J
M
istelis＼
K
r6
11,
p
ara
.
47･)3
.

(cqTj<)
M
a
u
ro
R
u
b
in
o･S
am
m
a
rtan
o
L
n
te
rn
atio
n
al
A
rb
itratio
n
L
aw

an
d
Pra
ctice
.
S
e
co
n
d
rev
ise
d
e
d
itio
n
(2
0
0
)),p
.

4
2
3
.本
稿
で
は

｡R
u
b
in
?
S
am
a
rta
n
o
｡
と
引
用
す
る
｡

(43
)
L
ew
J
M
istelis＼
K
rGLl,
p
ara
.
47
･)6
.

(
S
)

R
o
b
e
rt
M
erk
in
.
A
rb
itr
atio
n
L
aw

(
)9
9
)),
5
2
);
R
u
b
in
o･S
a
m
m
arta
n
o
,
p
.
4
2
3
.

(
45
)
R
e
dfern
J
H
u
n
te
r,
p
a
ra
.
2
･78
;
Le
w
/
M
istelisJ
K
r611,
p
a
ra
.
)7
･)5
.

(46
)
こ
れ
は

1
股
に
､
国
際
商
取
引
に
お
い
て
通
用
さ
れ
る
統

l
的
な
法
規
を
意
味
す
る
が
､
tra
n
sn
atio
n
a
〓
aw
,
in
te
rn
atio
n
al

4aw

of
co
n
tra
ctsL
ex
m
e
rca
to
ria
ま
た
は

in
tern
at
io
n
a
l
tra
d
e
law
と
称
す
る
｡
こ
れ
を
広
-
捉
え
れ
ば
､
統

一
法
を

設
け
る
国
際
条
約
､
法
の

一
般
原
則
､
国
際
法
､
国
際
機
構
の
規
則
と
国
際
的
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
条
項
な
ど
を
含
め
る

が
､
狭
-
捉
え
れ
ば
国
際
商
取
引
で
自
生
的
に
発
生
し
て
発
展
し
､
特
定
の
国
内
法
と
関
連
の
な
い
一
般
原
則
と
慣
行
を
意
味

す
る
｡

一
部
の
見
解
は
､
契
約
は
尊
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
､

〝事
情
変
更
の
原
則
､
〟

契
約
の
形
成
と
履
行
に
お
け
る
信

義
則
､
"

三

方
契
約
当
事
者
の
本
質
的
な
債
務
不
履
は
他
方
当
事
者
を
免
責
さ
せ
る
″
と
い
う
原
則
な
ど
を
商
人
法
の
例
と

し
て
列
挙
す
る
か
､
商
人
法
の
存
在
と
認
め
る
学
者
間
に
お
い
て
も
'
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
見
解
が

一
致
し
て
な

い
｡
こ
れ
は
商
人
法
を
具
体
的
な
原
則
の
目
録
と
し
て
理
解
す
る
見
解
の
接
近
方
法
で
あ
る
｡
(例
え
ば

O
le
L
an
d
e
の
目
録

と

L
o
rd
M
u
still
の
目
録
t
L
ew
J
M
istelis＼
K
ro
ll↓
p
ara.
)8
･5
6
.
)8
･5
7
参
照
)
｡
反
面
､
機
能
的
な
接
近
方
法
を
と
る
立
場

が
あ
る
が
,
こ
れ
は
商
人
法
の
目
録
を
作
成
す
る
代
わ
り
に
､
特
定
の
問
題
が
発
生
し
た
時
に
,
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
､
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適
切
な
商
人
法
の
規
則
な
い
し
は
､
原
則
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡
R
e
d
fernJH
u
n
t
er,para.2･59以
下
参
照
.

1

万
､
W
.
L
auren
ce
Craig
＼
W
iE
iam
W
.
P
ark
＼Jan
P
au-sson
J
ntern
ation
a-
C
h
am
b
er
of
C
o
m
m
erce
A
rb
itration
,

3
r
d
e
d
iton
(20
00),
C
h
a
p
t
er
3
5
は
商
人
法
の
概
念
を
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
｡

い
ず
れ
の
立
場
を
取

っ
て
も

､

U
N
HD
R
O
Hづ
の
二

〇
〇
四
年
国
際
商
事
契
約
原
則
と

一
九
九
八
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
｡
韓
国

の
文
献
と
し
て
は
'
ま
ず

Suh,
H
eun
･je
,
lex
m
ercato
ria
と
し
て
の

U
N
ID
R
O
tT
P
rin
ciples＼一通
商
法
律
二

〇
〇
〇
年

六
月

(通
巻
第
三
三
号
)
'
八
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
｡
国
際
商
事
契
約
原
則
は
二

〇
〇
四
年
改
正
を
通
じ
て
拡
大
さ
れ
た
が
､

韓
国
訳
本
は

O
h
.W
o
en･suk
･
C
hoi.
Jun･sun
.
H
u
h
,H
a
i･kw
an
,
U
N
I
D
R
O
I
T
国
際
商
事
契
約
原
則
二
〇
〇
四
年

(法
文
社
､
二
〇
〇
六
年
)
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡

(47
)
国
際
商
事
仲
裁
に
お
い
て
法
の

一
般
原
則
は
､
し
ば
し
ば
商
人
法
と
同

1
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
｡
E
rik
S
ch
aer＼
H
erm
an

V

erbistJC
hristop
h
e
tm
hoos,tC
C
A
rb
itration
in
P
ra
ctice
(2005
),
p
.86
.

(
48
)

o
le
L
a
n
d
o
an
d
H
u
gh

B
ea
le
.
T
h
e
P
rinc
ip
les
of
E
uro
p
ean
C
on
t
rac
t
L
a
w
･P
art
I‥
P
erform
a
n
c
e,
N
o
n･

P
erfo
r
m
an
c
e
an
d
R
e
m
edies
()9
9
5
).
O
le
L
an
d
o
a
n
d
H
u
gh

B
eale.T
h

e
Prin
cip
les
of
E
urop
ean
C
ontract
L
aw
･

P
a
r
t
s
I
a
n
d
I
,
C
o
m
b
in
e
d
a
n
d
R
e
vi
s
e
d

(2000
)
O
le
L
an
d
.
E
ric
C

live.A
n
d
re
P
r
im
an
d
R
e
in
h
a
r
d

Z
im
m
erm
ann
(E
d
s),
P
rin
ciptes
of
E
u
rop
ean
C
on
tract
L
aw
･P
art
H

(2003).

(49
)
こ
れ
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
､
そ
の
適
用
を
排
除
で
き
な
い
強
行
法
規
を
意
味
す
る
｡
こ
れ
を
単
純
な
ま
た
は
通
常
の
強

行
法
規
と
称
す
る
｡
国
際
的
強
行
法
規
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
は
な
-
､

そ
れ
に
加
え
て
､
準
拠
法
が
外
国
法
で
あ

っ
て
も
､
そ
の
通
用
が
排
除
で
き
な
い
強
行
法
規
を
意
味
す
る
｡
石
光
現
'
国
際
私

法
解
説
'
第
二
版

(二
〇
〇
三
年
)
九
二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
｡
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(EE;)
M
ax
P
la
n
ck

Institute
fo
r
F
oreign
P
rivate
a
n
d
P
riv
ate
Internation
al
L
aw
.
"C
om
m
ents
o
n
th
e
E
u
ro
p
ean

C

o
m
m
issio
n
.s
G
reen
P
aper
on
the
C
on
v
e
rsio
n
of
th
e
R
om
e
C
on
v
ention
of
L980
0n
th
e
law
ap
plicable
to

C
o
ロ
traCtu
a-
O
b
-iga
tion
s
iロ
tO
a
C
om
m
un
ity
Hロ
Stru
m
eロt
a
ロ
d
it
s
M
od
ern
iza
tion
｡,
R
a
b
e
-s
N
eitsch
rift

fd
ausla
nd
isch
e
s
u
n
d
intern
ation
ate
s
P
riv
a
tre
ch
t.B
a
n
d
68

(2004),S.331

(
51
)
当
事
者
が
選
択
で
き
る
規
範
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
t
R
e
d
f
e

rnJH
unter,
p
ara.
2･39
.
以
下
参
照
｡
当
事
者
た
ち
は
特

に

､

l
方
が
国
家
で
あ
る
場
合
､
特
定
国
家
の
法
が
国
際
法
ま
た
は
法
の

一
般
原
則
と

l
致
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
適
用

す
る
か

(
い
わ
ゆ
る

concurren二
aw
)
､
両
当
事
者
の
国
家
法
が
共
通
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
適
用
す
る
こ
と
に
合
意

す
る

(
い
わ
ゆ
る

com
bined
-aw
s
ま
た
は

tr
onc
com
m
u
n
d
octrine
と
称
す
る
)
｡
前
者
の
例
と
し
て
は
イ
ラ
ン
石
油
国

有
化
と
関
連
し
た
三
つ
の
仲
裁
事
件
'
す
な
わ
ち
､
T
e

x
aco
仲
裁
t
B
P
仲
裁
と

L
iam
co
仲
裁
が
あ
-

(R
e
d
fernJH
unter,

p
a
ra.
2･50)､
後
者
の
例
と
し
て
は
､

Saphire事
件
と

C
hanne
l
T
unn
et
事
件
が
あ
る
.

R
ed
fernJH
unter,p
a
ra
2･54.

後
者
は
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
間
の
ヨ
ー
ロ
ー
ン
ネ
ル
･プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
事
件
で
あ
る
｡
後
者
は

R
u
bino･S
am
m
artano,

p
.
446
et
seq.も
参
照

(
52
)
論
者
に
よ
っ
て
は
､
こ
の
よ
う
な
実
質
法
の
側
面
で
､
商
人
法
ま
た
は
法
の

一
般
原
則
を
通
用
し
て
行

っ
た
仲
裁
判
定
も
無
国

籍
仲
裁
判
定
で
あ
る
と
言
う
｡
M
ok
,
Y
o
n
g･jun,二
〇
二
ペ
ー
ジ
｡
し
か
し
､
通
常
､
無
国
籍
仲
裁
判
定

(a･n
ation
al

aw
ard)
ま
た
は
超
国
家
的
仲
裁
判
定

(transnational
aw
a
rd
,
supra･national
aw
a
rd
)
と
い
う
の
は
､
当
事
者
の
合
意

に
よ
っ
て
､
特
定
国
家

(特
に
､
仲
裁
判
定
地
)
の
仲
裁
法
か
ら
断
切
さ
れ
た
仲
裁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
仲
裁
判
定
を
指
す
の

で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
国
際
商
事
仲
裁
を
特
定
の
国
家
法
か
ら
切
-
離
れ
た
現
象
を

〝
脱
地
域
化

(d
e
localization
)
"
と

9

称
す
る
｡
V
an
d
e
n
B
erg
(注
19
)
t
p
.28
,
R
e
d
fe
rn
J
H
unter.
p
ara.2･26
0
す
な
わ
ち
無
国
籍
仲
裁
判
定
は
通
常
'
手
続
き

20
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的
な
側
面
か
ら
見
た
も
の
で
あ
-
､
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
が
特
定
国
家
の
法
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
無
国
籍
仲
裁
判
定
と

言
う
の
で
は
な
い
｡
無
国
籍
判
定
に
つ
い
て
は
､
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
が
適
用
で
き
る
か
否
か
に
関
し
､
議
論
が
あ
る
の
に
反

し
て
､
紛
争
の
実
体
に
特
定
の
国
家
法
以
外
の
規
範
ま
た
は
原
則
を
通
用
す
る
の
は
広
-
認
め
ら
れ
て
い
る
｡
し
た
が

っ
て
､

両
者
を
'
共
に
議
論
す
る
の
は
混
乱
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
､
前
者
も
無
国
籍
仲
裁
判
定
で
あ
る
と
言
う
の
は
望
ま
し

-
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
R
edfern
J
H
u
n
ter.p
ara.2･)6.F
n
68
:
V
a
n
d
e
n
B
erg
(注
19
)
p
.33
参
照
｡

(53
)
ru
-es
o〓
aw
は
法
規
'
法
の
規
則
ま
た
は
法
の
原
理
な
ど
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
互
換
的
に
用
い
る
｡

(
5
)

R
edfe
rn
JH
u
n
ter.
p
a
ra.
2･7
).条
文
で
は
､

〝も
し
そ
の
よ
う
な
選
択
ま
た
は
合
意
が
な
い
か
'
な
い
範
囲
内
で
は
､
仲
裁
判

定
部
は

(自
ら
が
)
適
用
さ
れ
る
と
判
断
す
る
抵
触
規
範
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
法
を
適
用
す
る
"､
と
な
っ
て
い
る
｡

(55
)
英
文
は
末
尾
に
掲
載
す
る
｡

(
56
)
H
o
ltzm
a
n
n
JN
eu
h
au
s,
p
.
7
6
6
;
K
lau
s
P
e
te
r
B
e
r
g
er,
r'E
n
tsteha
n
g
sg
esch
ich
te
un
d
L
eitlin
ien
d
e
s
n
eu
en

d
e
u
tsch
en
S
ch
ied
s<
erfahr
en
sre
ch
ts＼
D
as
n
eu
e
R
e
c
h
t
d
e
r
S
ch
ied
sg
erich
tsba
rk
eit,
K
-au
s
P
ete
r
B
e
r
g
e
r

(
H

rsg
.)
()998),S
.2).初
期
に
は
法
規
の
概
念
を
せ
ま
-
理
解
し
た
が
'
商
人
法
ま
た
は
法
の

1
般
原
則
を
含
む
概
念
と
し
て

次
第
に
拡
大
さ
れ
た
｡
Y
v
es
D
erain
s
a
n
d

EricA
.
Sch
w
ar
tz.A
.
G
u
id
e
to
th
e
IC
C
Ru
les
of
A
rb
itration
S
econ
d

Ed
i
tion
(2005),
pp.
235
･

2
3
6
.
こ
れ
は
以
下

｡D
erain
s＼
S
ch
w
a
rtz
｡
と
し
て
引
用
す
る
｡

(
57
)
｡T
h

e
T
r
i
b
u
n
al
sh
all
de
cid
e
a
d
isp
u
te
in
accord
a
n
c
e
wi

th
su
ch
ru
tes
of
law

as
m
a
y

be
agreed
by
th
e

parties.
で
あ
る
o
K
an
g
,
IC
SID
仲
裁
制
度
研
究

(法
務
部
'
二
〇
〇
六
年
)
'
三
四
七
ペ
ー
ジ
は
こ
れ
を

〝法
原
則
″
と

し
て
訳
し
て
い
る
｡

(
58
)
こ
れ
は
上
で
述
べ
た

Ltron
c
com
m
un
'で
あ
る
｡
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国際商事仲裁における紛争の実体に適用すべき準揺法一韓国仲裁法の解釈論を中心に- (-)

(
讐

C
hang,M
un･chul,改
正
仲
裁
法

解
説
､
人
権
と
正
義

二
〇
〇
〇
㌧
四

(二
八
四
号
)
､

二

四
ペ
ー
ジ

C

hang}M
un･

chu
r
現
代
仲
裁
法
の
理
解

(二

〇
〇
〇
)
五
四
ペ
ー
ジ
｡

(60
)M
o
k
一
Y
o
u
n
g･jun
,九
l
ペ
ー
ジ

(61)
石
光
硯

(註
6
)'
四
八
五
ペ
ー
ジ

(
EB
)

M

ok
.
Y
o
u
n
g
･ju
n
,
九

一
ペ
ー
ジ
､
注
1-7
は
英
文
の

law
と
は
異
な
-
､
韓
国
用
語
と
し
て
の

〝
法
"
は
単
純
に

〝
国
家
の
法

律
″
を
指
す
も
の
で
は
な
い
の
で
'
第
二
九
条
第

1
項
に

〝
法
規
範
〟
ま
た
は

〝法
原
則
"
と
い
う
用
語
を
使
わ
な
か

っ
た
､

と
す
る
｡
た
だ
し
､
こ
の
場
合
､
法
律
の
規
則
の
正
確
な
意
味
が
問
題
に
な
る
が
､
ま
だ
発
効
さ
れ
て
な
い
国
際
条
約
と
国
際

的
な
レ
ー
ベ
ル
で
設
け
ら
れ
た
類
似
し
た
国
際
文
書
を
含
む
｡
H
oltzm
ann
JN
eu
h
au
s.
p
.7
6
8
.
そ
し
て
､
前
述
し
た
よ
う
に

最
近
で
は
'
法
の
規
則
に
は
商
人
法
と
国
際
商
事
契
約
原
則
が
含
ま
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
B
erger
(注
2
)､
p
.5
56･557:

S
tein
JJon
as
＼S
ch
tosser,
S
t05).
R
n
.
6
.
た
だ
し
､
U
N
C
I
T
R
A
L
の
作
業
班
は
初
段
階
に
お
け
る
法
の

l
般
原
則
と

仲
裁
判
定
に
よ
っ
て
発
展
さ
れ
た
法
は
含
ま
れ
な
い
と
決
定
し
た
､
と
い
う
｡
H
ottzm
ann
JN
eu
h
au
s,
p
.7
68

(G
Z)
作
成
過
程
は

H
oltzm
ann
JN
eu
h
au
s,
p
.7
6
6
et
seq
.参
照

(
64
)

ワ
シ
ン
-
ン
条
約
第
四
二
条
第

l
項
の

.ruleof
law
.
は
モ
デ
ル
仲
裁
法
第
二
八
条
第

l
項
の

.ru
les
of
law
'
と
同
様
な
脈
絡

で
論
議
さ
れ
る
｡

U
N
ID
R
O
tT
,
P
rin
c
ip
les
of
ln
tern
atio
n
al
C
o
m
m
erc
iat
C
o
n
tracts
(2004
).p
A
;
R
e
d
fern
J
H
un
t

e

r,

p
ara12･7
)
参
照

(65
)
ド
イ
ツ
の
条
文
と
韓
国
語
訳
は
末
尾
に
添
付
す
る
｡

(
i
)

Tosh
io
S
aw
ad
a
,
TTT
h
e
2004
1ap
an
ese
A
rb
itratio
n
L
aw

in
R
etation
t
o
th
e
U
N
C
ZT
R
A
L
M
o
d
e
l
L
aw

an
d
th
e

Ja
p
an
ese
A
D
R
an
d
A
ttorn
e
y
s
L
aw
"
,G
e
ral
d
A
k
sen
e
t
a
1.
(e
d
itio
r
s).G
lobal
R
efl
e
ction
s
on
intern
ation
al
L
aw
.
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C
o
m
m
e
rce
an
d
D
isp
u
te
R
eso
lu
tion
,L
ie
b
er
A
m
icoru
m
in
ho
n
o
u
r
of
R
ob
ert
B
fin
er
(2005).p
.7
32.S
hu
n
ich
iro

N
a
k
a
n
o,
In
terna
tion
a
t
C
om
m
ercia
t
A
rb
itra
tion
u
nd
e

r
th
e
N
ew
A
r
b
itr
ation
L
aw
of

Jap
an,T
h

e
Jap
an
ese

A
n
n
ualo
f
Zn
terna
tio
n
al
L
aw
N
o.47
(2004).p
.)10.
興
味
あ
る
こ
と
は
前
記
の

S
a
w
a
d
a
.
p
.7
3
2
も
筆
者
と
同
様
に
､
日

本
の
仲
裁
法
が

〝法
〟
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
的
な
見
解
を
示
め
し
て
い
る
｡

(67
)
こ
れ
が
多
数
説
で
あ
る
｡
註
釈
仲
裁
法
/

C
h
o,
D
a
e
･yoen二
三
八
ペ
ー
ジ
｡
K
im
,M
y
o
n
g･gi
(註
E

)

七
八
ペ
ー
ジ
は
筆

者
の
見
解
を
間
違

っ
て
紹
介
し
て
い
る
｡

(
68
)
周
知
の
よ
う
に
､
国
際
商
事
契
約
原
則
の
前
文
は
当
事
者
た
ち
が
'
そ
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
か
'
ま

た
は
法
の

1
般
原
則
や
商
人
法
を
通
用
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
場
合
､
さ
ら
に
'
準
拠
法
を
選
択
し
て
な
い
場
合
に
は
､
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
｡

U
N
C
I
T
R
T
A
L

(註
64
)
p
ト

そ
の
よ
う
な
国
際
商
事
契
約
原
則
ま
た

は
そ
の
他
の
規
則
を
国
際
商
事
仲
裁
に
通
用
し
ょ
う
と
す
る
時
に
は
､
そ
の
規
則
が
果
し
て
､
当
該
紛
争
の
実
体
に
適
用
す
る

の
に
適
し
い
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
､
そ
れ
が
果
し
て
関
連
の
仲
裁
法
上
で
許
容
さ
れ
る
か
否

か
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
韓
国
で
は
､
今
ま
で
後
者
に
対
す
る
論
議
が
極
め
て
乏
し
い
｡

(69
)通
常
､
当
事
者
が
準
拠
法
を
指
定
し
て
な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
､
客
観
的
準
拠
法
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
｡

(
70)
U
N
C
I
T
R
T
A
L

(註
S

).
p164,
ppL2IL3は
'
国
際
商
事
契
約
原
則
が
契
約
に
編
入
さ
れ
る
場
合
と
'
準
拠
法
に
な
る

場
合
と
の
差
異
点
を
明
確
に
区
分
し
て
説
明
し
て
い
る
｡
二

〇
〇
四
年
国
際
商
事
契
約
原
則
は

一
九
九
四
年
版
に
比
べ
て
､
適

用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
な
が
ら
､
国
内
的
強
行
法
規
に
属
す
る
事
項

(例
え
ば
代
理
と
消
滅
時
効
)
を
含
め
て
い
る
の
で
､
問
題

が

一
層
大
き
く
な

っ
た
｡

(
71
)
こ
れ
に
対
し
て
､

Sa
n
d
ro
ck
(注
22
),
S
.6
7
9
は
商
人
法
な
ど
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
紛
争
の
実
体
の
準
拠
法
に
関
し
て
仝
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面
的
な
脱
国
家
化
を
実
現
す
る
こ
と
は
伝
統
的
な
国
際
私
法
の
根
幹
を
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
で
､
当
事
者
の
地
位
を
脅
す
も
の
で
あ

る
と
批
判
し
て
い
る
｡

(72
)
ス
イ
ス
国
際
私
法
の
解
釈
論
も
文
面
を
重
視
し
て
､
す
べ
て
の
仲
裁
可
能
な
事
件
に
お
い
て
準
拠
法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
､
と
い
う
見
解
と
､
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
な
い
が
､
ま
た
は
充
分
に
認
め
ら
れ
な
い
分
野
に
お

い
て
は
'
依
然
と
し
て
､
当
事
者
は
準
拠
法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
t
と
見
解
が
別
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し

た
通
-
で
あ
る
｡
石
光
現

(注

6
)
四
八
六
ペ
ー
ジ
､
注
45
｡

(
73
)
S
tein
JJoans＼
S
c
h
lo
ss
e
r.
S
t0
5
t
R
n
.5
で
も
､
伝
統
的
に
い
か
な
る
所
に
お
い
て
も
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
な
い
事
項
､

例
え
ば
､
権
利
能
力
､
行
為
能
力
､
犯
人
の
内
部
組
織
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
､
当
事
者
が
指
定
し
た
法
が
適
用
さ
れ
ず
､

消
費
者
契
約
の
場
合
と
物
権
法
の
場
合
､
人
々
は
､
概
し
て
､
民
法
施
行
法

(E
G
B
G
B
)
を
適
用
す
る
と
見
な
す
｡
韓
国
に

お
い
て
も
､
行
為
能
力
に
つ
い
て
は
当
事
者
自
治
が
許
容
さ
れ
な
い
と
い
う
点
は
､
M
ok
､
Y
ongを
ロー八
七
ペ
ー
ジ
も
同
様
｡
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